
タ
ト
リ
£
局
、
。
ル

第
三
十
五
巻
第
三
競

昭
和
五
十
一
年
十
二
月

契
丹
・
女

異

文

字

考

田

村

一
契
丹
文
字
考

二
契
丹
文
字
解
殻
へ
の
試
み

三
女
異
文
字
考

四
三
度
ぴ

『
大
金
得
勝
陀
煩
碑
』
女
奨
文
の
解
讃
に
つ
い
て

護
行

賓

造

契

丹

文

字

考

|
|
契
丹
文
京
冊
の
畿
見
と
契
丹
大
字

・
小
字
||

- 1ー

北
ア
ジ
ア
に
は
古
来
ト
ル
コ
系

・モ

γ
ゴ
ル
系
・
ツ
ン
グ
l
ス
系
の
遊
牧

・
狩
撤
民
族
が
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
統

一
あ
る
民
族
園
家
ぞ
建
設

し
、
歴
史
上
大
き
な
役
割
り
を
演
じ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
か
れ
ら
は
い
ず
れ
も
自
ら
の
文
字

(園
字
〉
を
創
制
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
ト
ル
コ
族
は
突
厩
文
字
、
ウ
イ
グ
ル
族
は
団
施
(
回
鵠
〉
文
字
、
契
丹
族
は
契
丹
文
字
、
タ
ン
グ
l
ト
族
は
西
夏
文
字
、

女
民
族
は

①
 

女
員
文
字
、
モ
ン
ゴ
ル
族
は
パ
ス
パ
(
パ
ク
パ
〉
文
字
、
満
洲
族
は
満
洲
文
字
と
い
う
よ
う
に
。

ζ

れ
ら
の
文
字
は
前
世
紀
以
来
内
外
の
皐
者

の
努
力
に
よ
っ
て
、
い
ち
お
う
解
讃
さ
れ
る
ま
で
に
護
ん
忙
が
、
そ
の
結
果
そ
れ
ら
諸
文
字
に
は
、
西
方
の
民
族
の
あ
い
忙
に
用
い
ら
れ
た
表

:361 
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立
日
文
字
に
な
ら
っ
た
も
の
と
、
中
園
の
漢
字
に
な
ら
っ
た
表
意
文
字
と
の
二
種
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
び一

と
り
契
丹
文
字
だ
け
は
、

確
ι

買
な
資
料
ぞ
扱
い
た
た
め
今
世
紀
前
中
十
ど
ろ
ま
で
は
、

乙
の
文
字
、
が
は
た
し
て
い
か
な
る
字
形
の
も
の
で
あ
る
か

さ
え
確
認
会
れ
な
か
っ
た
。

も
っ
と
も
記
録
の
上
で
は
、
契
丹
民
族
が
契
丹
文
字
を
創
制
し
園
字
と
し
て
領
内
に
公
用
し
た
乙
と
は
、
近
都
の
諸
民
族
に
大
き
な
影
響
を
お

よ
ぼ
し
、

や
が
て
東
郷
に
勃
興
し
た
金
帝
園
で
は
女
員
文
字
が
、
ま
た
西
都
に
建
国
し
た
タ
ン
グ
l
ト
族
の
大
夏
闘
で
は
西
夏
文
字
が
、
い
ず

れ
も
契
丹
文
字
に
な
ら
っ
て
制
作
き
れ
た
と
い
わ
れ
る
か
ら
、

契
丹
語
お
よ
び
契
丹
文
字
に
射
し
て
は
、
す
で
に
前
世
紀
以
来
息
子者
の
あ
い
忙

に
は
深
い
関
心
を
も
た
れ
て
は
い
た
。
す
な
わ
ち
ク
ラ
.
フ

ロ
ー
ト
戸

]

同
E
UHO
F
は
一
九
世
紀
前
半
に
そ
の
著

『ア
ジ
ア
語
業
集
』

2
5

2-話
]OE--JE-H∞N
ω
)

の
な
か
で
、
中
閣
の
史
書
に
み
え
る
契
丹
語
が
ツ
ン
グ
l
ス
語
と
く
に
満
洲
語
に
類
似
し
て
い
る
乙
と
を
指
摘
し、

そ
の
後
シ

ョ
ッ
ト
到
、・
ωロゲ
0

2

(
町内一

z
-cロ門
円
穴同
E
E
Z
一-凶作同門円曲四

NR
C
g
n
E
n
v
g
O三

E
HL
H口
H
5
3回一

g
p
】∞芯
)
は
契
丹
語
は
ツ
ン
グ
l

一
九
世
紀
な
か
ど
ろ
以
後
レ
ミ
ュ
ザ

l
河
合
口

5
色
、
ワ
イ
リ
l

宅
三
号
、
ブ
ッ
シ

ム
ル

∞
5
7色、
マ
ル
カ

ル

ト
呂
田

Z
C印円
円
ら
の
諸
問
学
者
に
よ
っ
て
、
女
員
文
字
と
と
も
に
論
じ
ら
れ
る
と
ζ

ろ
が
あ
っ
に
。

ま
た
契
丹
文
字
に
闘
し
て
は
、

一 2 ー

ス
語
系
に
腐
す
と
推
定
し
た
。

な
か
で
も
白
鳥
庫
吉
博
士
は
一
八
九
八
年
、

首
時
と
し
て
は
劃
期
的
な
見
解
ぞ
盛
っ
た
論
考
「
契
丹
・
女
員

・
西
夏
文
字
考
」

(『史
皐
雑
誌
』
第
九
編
第

一一

一獄
、明治一一一

一年〉

に
お
い
て
王

易
の

『燕
北
録』

や
陶
宗
儀
の
『
書
史
曾
要
』
に
み
え
る
朕
・
敷
・
走
・
馬
・
急
の
い
み
を
も
っ
契
丹
文
字
や、

ま
に
河
南
省
開
封
の

『
宴
蓋

(『女
国
民
進
士
題
名
碑
』)
の
文
字
、
快
西
省
乾
鯨
の
北
開
外
に
残
る
唐
の
高
宗
陵
の
無
字
碑
に
後
刻
さ
れ
て
い
る

『
大
金
皇
弟
都
統
経

略
郎
君
行
記
碑
』
の
文
字
、
あ
る
い
は

『
吾
妻
鏡
』
に
み
え
る
異
園
文
字
な
ど
を
と
り
あ
げ
、

ζ

れ
ら
を
比
較
検
討
し
て

『
燕
北
鋒
』
や
『
書

史
愈
要
』

の
も
の
は
契
丹
文
字
、
『
宴
牽
図
書
碑
』
の
文
字
は
女
員
小
字
、
『
大
金
皇
弟
都
統
経
略
郎
君
行
記
碑
』
の
文
字
は
女
県
大
字
と
推
定

し
た
。
し
か
し
契
丹
文
字
に
関
す
る
か
ぎ
り
で
は
、
博
士
の
考
え
も
資
料
不
足
の
た
め
推
定
の
域
を
出
な
か

っ
た
と
い
え
る
。

図
書
碑
』

契
丹
文
字
が
確
認
さ
れ
る
ま
で

契
丹
文
字
が
皐
界
で
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

一
九
二
二
年
ケ

ル
ヴ

ィ
ソ
師
戸
句
-F
・穴
四
円
〈
百



が
慶
陵
(内
蒙
古
自
治
匿
パ
リ
ン
左
翼
旗
)

あ
い
さ
く

の
中
や
ら
未
知
の
文
字
を
刻
し
た
富
|

皇

帝

皇

后

の

霊

堂

い

う

|

二

面

長

見

し

乙
の

未
知
の
文
字
を
現
場
で
中
園
人
に
筆
寓
さ
せ
て、

そ
の
う
ち
の
一

面
を
翌
年
『
北
京
カ
ソ
リ
ッ
ク
公
報
』

〈
戸、。

回
三
-
o
Z
ロの向
W
H
F

0

・

目玉

5

P
同ubr
E
第

一
O
年
第

二

八
脱
)
に
契
丹
文
字
と
し
て
紹
介
||
同
年

H
Y
p
-
-
F
2
も、

ζ

の
全
文
を
『
通
報
』

寸

0
5m
HUg
誌
上

に
掲
載
ー
ーー
し
た
乙
と
に
は
じ
ま
る
。

乙
れ
に
も
と
e

つ
い
て
一

九
二
五
年
羽
田
亨
博
士
は
、
乙
の
新
出
の
京
加
文
と
、

ま
に
か
つ
て
白
鳥
庫
吉

博
士
や
桑
原
隙
繭
博
士
ら
が
女
員
大
字
と
推
定
さ
れ
て
い
た
『
大
金
皇
弟
都
統
経
略
郎
君
行
記
碑
』
の
未
知
文
字
を
契
丹
小
字
、
ま
た

『
燕
北

録
』
や
『
書
史
曾
要
』
に
み
え
る
契
丹
文
字
と
現
在
ソ
ウ
ル
博
物
館
牧
臓
の
八
角
鏡
面
の
未
知
文
字
と
を
契
丹
大
字
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
、

契
丹
文
字
に
関
す
る
従
来
の
諸
設
を

正
す
と
ζ

ろ
が
あ
っ
た
。

『郎
君
行
記
碑
』

も
八
角
鏡
面
の
文
字
も
、
質
は
契
丹
大
字
と
小
字
と
を
ま
じ
え
た
も
の
で
あ
る
ζ

と
は
後
述
す
る
と
お
り
で
あ
る
。

き
て
ケ
ル
ヴ
ィ
ン
に
よ
る
契
丹
文
京
加
の
紹
介
は
、
世
界
に
お
け
る
東
洋
同
学
者
た
ち
の
注
目
を
ひ
い
た
が
、
た
だ
し
護
表
さ
れ
た
も
の
が
網

し
ろ
う
と

目
版
の
不
鮮
明
な
潟
県
で
あ
っ
た
乙
と
。
か
っ
そ
れ
が
素
人
の
中
園
人
の
手
で
現
地
の
墓
室
内
で
筆
骨
局
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
資
料
と

し
て
の
信
頼
性
に
依
け
る
と
と
ろ
が
あ
っ
た
。
な
お
、
乙
の
筆
寓
の
契
丹
文
京
新
二
面
は
、
の
ち
に
一
九
三
三
年

』O
印
-
ZE--5
が

寸

ogm

HMg
〈
。
}・
凶
凶
凶
・
に
護
表
し
た
「
遼
の
慶
陵
」円
、巾

ω守
口
-
Z
B印
門
同
町
内
5
m
仏

g
F2
0
の
中
に

ω
・
倒
と
し
て
再
銭
し
、

(羽
田
亨
「
契
丹
文
字
に
関
す
る
新
資
料
」

『
史
林
』
第

一
O
各
第

一
蹴
)。
-7

』
J

』

ノ

f
a
&
l
'
L
 

- 3一

さ
ら
に
金
備
紋

編
『
遼
陵
石
刻
集
録
』

y」
ふ
4

、
乙
れ
を
複
潟
し
て
凶
を
興
宗
皇
帝
契
丹
文
京
崩

(
1
園
参
照
)

倒
を
仁
誌
皇
后
契
丹
文
京
新
と
し
て
牧
録
し

て
い
る
が、

乙
の
方
が
よ
り
鮮
明
で
あ
る
。

契
丹
文
哀
加
の
接
見

ケ
ル
ヴ
ィ
ン
の
調
査
後
数
年
を
経
た
一

九
三

O
年
の
夏
、
熱
河
省
主
席
湯
玉
麟
の
息
湯
佐
柴
の
命
に
よ
っ
て
慶
陵

の
大
規
模
な
護
掘
が
行
わ
れ
た
。

ζ

の
瑳
掘
に
お
い
て
慶
陵
三
陵
墓
の
う
ち
東
陵
と
西
陵
と
か
ら
聖
宗
皇
帝
・仁
徳
皇
后
・欽
哀
皇
后
・道
宗
皇

帝・
宣
詑
皇
后
の
漢
字
哀
加
の
碑
身
・築
蓋
五
組

一
O
面
お
よ
び
契
丹
文
の
哀
加
碑
身
・
築
蓋
二
組
四
面
の
合
計
一
四
面
の
京
加
碑
石
、
な
ら
び
に

陵
墓
内
に
あ
っ
た
多
数
の
副
葬
品
や
明
器
な
ど
が
、
牛
車
と
ら
く
だ
の
背
を
利
用
し
て
承
徳
に
運
び
去
ら
れ
た
と
惇
え
ら
れ
る
。

'』

J

』
ノ
、

中

l
み
J
1
t

乙

363 

の
と
き
中
陵
の
み
は
地
下
水
を
深
く
た
た
え
て
い
た
た
め
に
、
開
掘
は
成
功
し
な
か
っ
た
。

と
れ
は
お
そ
ら
く
一
九
二
二
年
六
月
に
お
け
る
ケ
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J
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J
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4
¥
h
a
e
-
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-
E
S十
心

ル
ヴ
ィ
ン
や
嘗
時
の
林
西
知
院
の
王
土
仁
ら
に
よ
る
中
陵
の
琵
掘
に

よ
っ
て
内
部
か
ら
地
下
水
の
湧
出
が
は
げ
し
く
な
っ
た
た
め
で
あ
ろ

ぅ
。
と
乙
ろ
が
承
徳
に
運
び
去
ら
れ
た
と
い
う
一

四
百
l

l
休
西
で

仁
艶
皇
后
(
興
宗
の
妃
〉
の
哀
加
繁
蓋
一
面
を
加
え
て
計

一
五
面
|
|

そ
の
後
部
と
し
て
知
ら
れ
な
く
な
っ

に。

の
哀
加
碑
石
の
消
息
は、

の
ち
に
著
者
が
探
査
し
た
と
乙
ろ
で
は

一
旦
承
徳
の
湯
邸
に
搬
入

さ
れ
た
碑
石
は
、

や
が
て
承
徳
か
ら
陸
路
、

上
板
城

(
一
本
徳
の
東
方
約

機
河
を
利
用
し
て
い
傑
懸
に
下
り
、

四
マ
イ
ル
)
に
運
ば
れ
、

同
騨
か

そ
の
相

ら
鯨
路
、
奉
天

(縞
陽
〉
の
湯
佐
後
邸
に
搬
入
さ
れ
た
が
、

包
も
と
き
絡
ら
な
い
う
ち
に
満
洲
事
鑓
が
勃
設
し、

湯
邸
も
ろ
と
も

③
 

日
本
軍
に
押
牧
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。

- 4ー

た
ま
た
ま
嘗
時
北
京
ー
ー
そ
の
ζ

ろ
は
北
卒
と
よ
ば
れ
て
い
た

一
中
園
人
か
ら
承
徳
に
運
ば
れ

ー
ー
に
留
皐
中
で
あ
っ
た
著
者
は、

た
慶
陵
の
京
加
碑
が
奉
天
方
面
に
移
迭
さ
れ
た
ら
し
い
ζ

と
を
聞
知

し
た
の
で
、

一
九
三
二
年
三
月
北
卒
よ
り
蹄
園
す
る
途
中
奉
天
に
立

八
方
探
査
に
努
め
た
と
こ
ろ
、
め
ざ
す
哀
加
石
碑
が
日
本
開

寄
り
、

東
軍
管
理
下
の
湯
佐
柴
邸
内
に
保
管
さ
れ
て
い
る
乙
と
を
知
り

日

本
軍
官
憲
と
の
幾
度
か
の
折
衝
の
末
、

つ
い
に
シ
ュ
ロ
な
わ
で
頑
丈
に
包
ま
れ
た
ま
ま
庭
前
に
放
置
さ
れ
て
い
た
四
面
の
契
丹
文
京
崩
と
聖
宗

ζ

の
と
き
の
感
動
の
飴
韻
は
、
い
ま
で
も
胸

皇
帝
以
下
の
遼
朝
帝
・
后
の
漢
字
京
肪
一

一
面
と
の
計
一
五
面
ぞ
見
つ
け
出
す
ζ

と
が
で
き
七
。



字
と
み
と
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

誰
人
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

道宗皇帝の哀冊築蓋の

契丹小字〈築書健)

2園

の
と
き
め
き
を
提
え
き
せ
る
。
乙
う
し
て
湯
邸
で
見
出
さ
れ
た
慶
陵
出
土
の
京
加
一
五
面

は、

そ
の
後
奉
天
博
物
館
(
現
滋
陽
博
物
館
)
の
開
館
と
と
も
に
同
館
の
牧
離
す
る
と
乙
ろ

と
な
っ
て
現
在
に
お
よ
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
京
加
の
形
態

・
装
飾

・
漢
字
碑
文
の
詳
細

な
解
説
に
つ
い
て
は
、
『
慶
陵
』

I
第
六
章
、
第
二
節
・

第
三
節
を
参
照
さ
れ
た
い
。

慶
陵
出
土
の
契
丹
文
哀
加

現
在
慶
陵
出
土
の
契
丹
文
京
加
碑
と
し
て
は
、
い
ま
い

っ
た
洛
陽
博
物
館
牧
臓
の
二
組
四
面
の
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
碑
面
の
文
字
は
、
漢
字

の
隷
書
睦
に
似
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
あ
る
い
は
楢
書
盟

・
行
書
鐙
に
似
て
い
る
も
の
も
あ

る
が
、
漢
字
と
は
字
形
の
異
な
る
も
の
が
多
く
、
た
と
え
字
形
が
似
て
い
て
も
漢
字
と
同

じ
音
ま
た
は
同
じ
意
味
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
と
の
文
字
を
契
丹
文

で
は
、

と
の
二
組
四
面
の
契
丹
文
京
朋
碑
は
、

- 5一

い
ま
や
誰
人
も
疑
う
も
の
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

、
っ
，
』
、

?
L
W
-

。，
t
'
L
W

ま
ず
、

ζ

れ
を
そ
の
形
態
と
碑
面
の
装
飾
上
か
ら
考
察
す
る
と

道
宗
と
宣
誌
皇
后
と
の
京
般
の
碑
蓋
と
碑
身
と
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
(
闘
版

一・

こ
の
二
組
四
面
の
碑
石
は
、
道
宗
皇
帝
と
宣
誌
皇
后
と
の
漢
文
京
加
と
形

態
・
装
飾
な
ど
全
く
軌
を
一
に
し
て
い
る
鈷
か
ら
み
て
、

二
)
。
そ
し
て
そ
れ
ら
に
刻
ま
れ
て
い
る
文
字
は
疑
い
も
な
く
契
丹
文
字
で
あ
る
が
、

一一

三
五
字
が
三
七
行
(
描
刊
行
三
六
字
詰
)
に
、
他

(
B
〉

碑
身
の
も
の
は
二
面
と
も
措
書
睡
で
、

(
A
)
 lζ 
は

に
は
六
二
一

字
が
三

O
行
(
満
行
三
O
字
詰
)

に
わ
た
っ
て
刻
ま
れ
て
い
る
。

ま
た

碑
葦
の
も
の
は
二
面
と
も
築
審
風
の
文
字
で
、

(

A

)

は
三
六
字
を
六
行
六
字
詰
に
、
他

〈
B
)
は

一
六
字
を
四
行
四
字
詰
K
刻
む
が
、

365 

そ
れ
ぞ
れ
を
碑

又l

d

八
品
え

北;

さ111介l
m 

失官
主11

至
叶
北
山
・

住
え
刊

去、

及

えユ
玉1'1夫
雨

%11 

〆外、
耐

会 I.i

・4、

、
凡
有
え

乱々
v久
泰
谷
什
え

身
の
第
一

行
自
の
文
字
と
比
較
掛
照
す
る
と
、
前
者

3 
闘

道
宗
皇
帝
亥
術
祭
菱
の
契
丹
小
字
(措品以前髄〉
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の
三
六
字
〈
六
行
六
字
詰
〉
は
二
個
な
い
し
六
個
組
み
合
っ
て
、

ほ
ぼ

A
の
第
一
行
目
の

一

。
話
分
を
な
し
(
2
問・

3
附
)
、
後
者
の
四
行
四
字
詰
の
一
六
字
は
、

二
個
な
い
し
三
個
づ

つ
合
成
し
て

B
の
第

一
行
自
の
七
語

(
4
悶・

5
岡
)
を
形
作
っ

て
い
る
乙
と
が
知
ら
れ
る

の
で
、
前
者
は
砕
身
A
の
築
蓋
で
あ
り
、
後
者
は
碑
身
B
の
築
蓋
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
る
。
さ
ら
に
こ
の
二
組
の
哀
加
を
道
宗
と
宣
詑
皇
后
の
漢
文
京
加
と
比
較
す
る
と
、
字

数
の
多
い
A
が
道
宗
皇
帝
の
哀
加
で
あ
り
、
少
な
い
方
の

B
が
宣
誌
皇
后
の
も
の
で
あ
る

と
の
推
定
が
成
り
立
つ
。

な
お
道
宗
と
宣
詑
皇
后
の
雨
哀
朋
碑
の
ほ
か
に
、
碑
石
そ
の
も
の
は
現
在
不
明
で
あ
る

が
、
さ
き
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、

ケ
ル
ヴ
ィ
ン
が
中
陵
の
墓
室
内
で
護
見
し
て
中
園
人
に

紗
寓
さ
せ
た
二
葉
の
契
丹
文
哀
加
が
あ
る
。
羅
一
幅
成
、
王
静
如
雨
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
ζ

の
二
葉
は
興
宗
皇
帝
と
仁
誌
皇
后
と
の
契
丹
文
哀
品
川

- 6ー

宣艶皇后哀冊の家蓋

(契丹小字，霊長書鰻〉

4岡

(JJ〉
¥ 

で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
う
ち
前
者
は
三
七
行
八
四
五
字
を
か
ぞ
え
、
そ
の
第
一
行
目
か
ら
本
文
が
は
じ
ま
り
、
撰
者
の
官
職
・
氏
名
と
思
わ
れ
る

も
の
は
最
終
行
に
書
か
れ
て
い
る
(
l
固
参
照
)
。
後
者
は
三
二
行
五
八
二
字
、
そ
の
第
一

・
二
行
目
は
と
も
に
三
字
ず
つ
大
量
一
目
さ
れ
、
羅
一隅
成
は

と
の
六
字
を
「
仁
路
皇
后
哀
僻
」
と
判
讃
し
て
い
る
。

こ
の
京
加
も
撰
者
の
官
職
氏
名
を
最
終
行
に
書
す
が
、
前
掲
の
遁
宗
と
宣
殻
皇
后
と
の

つ
い
で
第
二
・

三
行
に
は
京

別
撰
者
の
官
職
・
氏
名
が
あ
り
、
ま
た
後
者
の
仁
強
皇
后
哀
加
も
、
冒
頭
の
二
行
は
「
仁
諮
皇
后
哀
僻
」
(
?
)
の
契
丹
字
が
お
そ
ら
く
一
行
に
、

哀
加
の
様
式
か
ら
み
て
、
興
宗
契
丹
文
京
紛
に
比
定
さ
れ
る
前
者
の
冒
頭
に
は
、
契
丹
文
に
よ
る
興
宗
の
徽
競
が
、

そ
し
て
第
二
・
三
行
自
に
は
筆
'
寓
で
は
最
終
行
に
お
か
れ
て
い
る
撰
者
の
官
職
・
氏
名
が
書
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

令
央
主

，タ.，
f¥ 
.iミム
メJ

タじ
え

-
凡
有
え

可l
，ヘ
A 

米1;
〆λ、
il、

L
Z

川必

5 
悶

宣
銭
皇
后
哀
冊
築
蓋
の
契
丹
小
字
ハ
構
書
纏
U

以
上
の
六
種
ー
ー
ー
道
宗
と
宜
艶
皇
后
哀
加
は
蓋

身
一
組
合
す
っ
。
興
宗
と
仁
麓
皇
后
哀
加
は
紗
寓
の
本

文
の
み
ー
ー
が
慶
陵
の
契
丹
文
京
燭
と
し
て
現
在
知



ら
れ
て
い
る
全
て
で
あ
り
、
重
複
す
る
も
の
を
ふ
く
め
て
約
三
千
字
徐
り
を
か
ぞ
え
る
。
乙
の
ほ
か
に
も
慶
陵
関
係
の
契
丹
文
字
と
し
て
は
、

東
陵
墓
室
内
の
各
人
物
宵
像
重
の
肩
上
に
署
名
さ
れ
た
計
二
十
数
個
の
墨
書
文
字

(
『
慶
陵
』

1

町一四・

2
)
が
あ
る
。

そ
の
ほ
か
慶
陵
閥
係
以
外
の
契
丹
字
資
料
と
し
て
戦
前
に
知
ら
れ
て
い
た
も
の
は
、

大
金
皇
弟
都
統
経
略
郎
君
行
記
碑

契
丹
字
銘
園
鏡
(
韓
園
図
立
ソ
ウ
ル
博
物
館
蔵
)

契
丹
字
銘
八
面
鏡
(
同
右
〉

契
丹
字
玉
蓋

(
『
遼
陵
石
刻
集
録
』

下
冊
、
第
五
所
収
)

契
丹
字
魚
符
(羅
振
玉
『
歴
代
符
牌
録
』
お
よ
び
『
遼
陵
石
刻
集
録
』

下
冊
、
第
五
所
牧〉

符
牌
に
刻
出
さ
れ
た
契
丹
文
字
(
『燕
北
録
』
所
牧
の
も
の
、

『
成
士
口
思
汗
聖
旨
牌
』
京
都
大
摩
文
聞
宇
部
務
。
羅
振
玉

『歴
代
符
牌
録
』
所
収
〉

- 7ー

林
東
市
附
近
四
方
城
古
墓
か
ら
出
土
し
た
責
紬
皿
の
裏
面
に
墨
書
さ
れ
た
契
丹
文
字

な
ど
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
戦
後
新
出
土
の
資
料
と
し
て
は
、

義
照
出
土
契
丹
文
墓
誌
銘
考
緯

(
属
鼎
燈
『
考
古
撃
報
』

第
八
冊

一
九
五
四
〉

遼
寧
錦
西

・
西
孤
山
出
土
遼
墓
墓
誌
(
『
考
古
通
訊
』
一
九
五
六
年
二
期
)

金
、
天
徳
二
年、

契
丹
文
墓
誌
銘
(
蓋

・
身
一
封
)
蓋
、
三
行
九
字
。
身
、

梓
木
林
子
設
現
的
契
丹
文
墓
志
銘
」

五
O
行
約
二
八

O
O字
(
鄭
紹
宗
「
興
隆
豚
(
河
北
省
)

『考
古
』
一
九
七
三
年
五
蹴
〉

(
王
静
如
「
興
隆
出
土
金
代
契
丹
文
墓士
山
銘
解
」

『
考
古
』
同
右
)

士
口
林
大
安
出
土
契
丹
文
銅
鏡
(
陳
述
『
文
物
』

一九
七
三
年
八
鋭
)

367 

承
徳
設
現
的
契
丹
符
牌
(
鄭
紹
宗
『
文
物
』
一
九
七
四
年
一

O
月
期
V
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な
ど
が
そ
の
主
要
な
も
の
で
あ
る
。

そ
ζ

で
慶
陵
出
土
の
契
丹
文
京
加
や
戦
後
新
に
瑳
見
さ
れ
た
契
丹
文
墓
誌
銘
な
ど
を
一通
じ
て
、

こ
れ
ま
で
に
確
認
し
え
た
契
丹
文
字
に
つ
い

て
の
知
見
を
ま
と
め
て
み
る
と
、

つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

1 

契
丹
文
字
は

そ
の
字
形
か
ら
み
る
と
漢
字
に
似
て
い
る
と
と
。

2 

契
丹
文
字
に
は
、

そ
の
構
造
を
異
に
す
る
二
種
類
の
文
字
が
み
と
め
ら
れ
る
乙
と。

3 

そ
の
第
一
類
は
、
漢
字
に
似
た
表
意
文
字
い
わ
ゆ
る
義
字
で
、
字
劃
は
単
純
な
も
の
が
多
い
が
、

一
字
で

一
語
を
あ
ら
わ
す
も
の

Tこ

と
え
ば

一、

力
、
小
、
十
、
口
、
山
、
ネ
(
年
)
な
ど
で
、

羅
一
幅
顕
「
契
丹
園
書
管
窺
」
(『燕
京
皐
報
』
第
三
七
期

乙
の
よ
う
な
表
意
文
字
が
契
丹
哀
般
の
な
か
か
ら
九
四
個
検
出
さ
れ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
の
計
算
で
は
遁
宗
、
宣
撚
皇
后
、

一
九
四
九
)
に
よ
る
と、

4 

郎
君
行
記
御
お
よ
び
筆
潟
の
興
宗
、
仁
強
皇
后
の
京
加
を
通
じ
て
二
ニ

O
J
一
四
六
個
を
抽
出
す
る
と
と
が
で
き
た
。

へ

ん

つ

〈

り

第
二
類
は
漢
字
の

「
部
首
」
に
似
た
字
形
の
も
の
を
、
あ
た
か
も
漢
字
の
扇
や
'労
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
て

一
個
の
合
成
文
字
を
作
る

が
、
そ
の

一
字

一
字
は
そ
れ
ぞ
れ
音
債
を
も
っ
表
音
文
字
、
い
わ
ゆ
る
音
字
で
、
し
た
が
っ
て
、
と
れ
ら
を
若
干
個
づ
っ
組
み
合
わ
せ
て

- 8一

合
成
し
た
一
文
字
は

一
語
を
あ
ら
わ
す
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、

つ
い
さ
に
こ
の
二
種
類
の
契
丹
文
字
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
、

『
遼
史
』
そ
の
他
の
史
料
を
検
討
す
る
ζ

と
に
し
よ
う
。

契
丹
文
字
の
創
制
と
大
字
・
小
字

契
丹
文
字
に
つ
い
て
『
遼
史
』
の
俸
え
る
と
こ
ろ
で
は
、

大
字
と
小
字
と
の
二
種
類
が
あ
り、

大
字

は
建
園
後
ま
も
な
い
紳
加
五
年
(
九
二

O
)
に
太
粗
阿
保
機
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
、

つ
志
の
よ
う
に
い
う
。

一
紳
加
五
年
春
正
月
乙
丑
、
始
製
契
丹
大
字
、
:
:
:
九
月
壬
寅
、
大
字
成
、
詔
頒
行
之
(
太
租
紀
〉

し
か
し
契
丹
大
字
が
阿
保
機

一
人
に
よ
っ

て
創
作
さ
れ
た
と
は
信
じ
が
た
く
、
た
と
え
ば
『
遼
史
』
巻
七
六
、

耶
律
魯
不
古
俸
に
は
、

初
太
組
制
契
丹
園
字
、
魯
不
古
以
賞
成
功
、

授
林
牙
、
監
修
闘
史

と
み
え
る
し
、
ま
に
耶
律
突
口
口
不
も
賛
成
者
の

一
人
で
あ
っ
た
と
い
え
ば
、

乙
れ
ら
の
人
び
と
が
大
字
制
作
に
参
興
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

L、



大
字
は
漢
人
の
指
導
下
に
作
ら
れ

た
の
で
あ
ろ
う
乙
と
も
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、

大
字
の
大
は
字
形
の
大
き
さ
で
な
く
「
は
じ
め
」
の
意
で
あ
ろ
う
。

4
テ

ヲ

つ
ぎ
に
契
丹
小
字
は
、
太
租
の
弟
迭
刺
が
命
を
う
け
、

や

乙
れ
ら
の
契
丹
人
ば
か
り
で
は
な
く
、
後
述
す
る

『
五
代
舎
要
』
や
『
新
五
代
史
』

に
い
う
よ
う
に
、

ウ
イ
グ
ル
人
に
つ
い
て
ウ
イ
グ
ル
の
言
語

・
文
字
を
皐
習
し、

そ
れ
を
参
考
に
し
て

作
成
し
た
と
い
う
c

『
遼
史
』

巻
六
四

「
皇
子
表
」
に
は
、

迭
刺
性
敏
給
、
:
:
:
回
鵠
使
至
、
無
能
逼
其
語
者
、
太
租
日
、
迭
刺
聴
敏
可
使
、

遺
注
之
、
相
従
二
旬
、
能
習
其
言
語
・
書
、
因
制
契
丹

小
字
数
少
而
該
貫

と
み
え
る
が
、
小
字
も
お
そ
ら
く
迭
刺

一
人
の
手
に
成
っ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。

丹

・
女
員

・
西
夏
文
字
考
」
に
お
い
て、

天
賛
三
年
(
九
二
凶
)
な
い
し
四
年
の
こ
ろ
と
推
定
し
て
い
る
。

一
般
に
は
遼
闘
の
初
め
、
神
mm五
年
ご
ろ
ま
ず
契
丹
大
字
が
造
ら
れ
、
白
鳥
庫
吉
博
士
は
と
の

契
丹
小
字
制
作
の
年
次
を

「
契

こ
う
し
て
前
引
の
『
遼
史
』

の
記
載

に
も
と
。つ

い
て
、

つ
い
で
契
丹
小
字
が
迭
刺
に
よ
っ
て
ウ
イ
グ
ル
文
字

他
方
中
園

(
宋
朝

γか
わ
で
も
、

契
丹
文
字
の
創
制
に

つ
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
停
え
て
い
る
。

た
と
え
ば
王
痔
の
『
五
代
禽
要
』
巻
二
九

- 9一

を
参
考
に
し
て
作
ら
れ
、

乙
れ
ら
二
類
の
文
字
が
園
字
と
し
て
遼
代
を
通
じ
て
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

lζ 
は

契
丹
本
無
文
記
、
唯
刻
木
馬
信
、
漢
人
陥
番
者
、
以
隷
書
之
牛
、
就
加
増
減
、

の
太
租
天
賛
時
代
)
之
後
、
精
精
有
之

撰
負
胡
書
、

同
光

(
五
代
後
唐
の
年
鋭
、
九
二
三
|
二
六
、
遼

;、、、

{
〈

'
u
'
b

あ
る
い
は
欧
陽
修
の
『
新
五
代
史
』
巻
七
こ
に
も
、

至
阿
保
機
(
太
租
)
、
梢
併
服
諸
小
園、

而
多
用
漢
人
、
漢
人
数
之
、
以
隷
書
之
牢
、
増
損
之
、
作
文
字
数
千
、
以
代
刻
木
之
約

な
ど
と
い
v

コ。
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乙
れ
ら
の
漢
文
史
料
に
よ
れ
ば
、

太
租
は
亡
命
漢
人
の
指
導
に
よ
っ

て
隷
書
睦
||
哀
加
の
契
丹
字
は
措
書
桂
で
あ
る
が
|
|
の
漢
字
の
字

劃
を
増
損
し
て
契
丹
文
字
を
神
姉
五
年
(
九
二
O
)
に
作
り
、
同
光
す
な
わ
ち
天
賛
ご
ろ
に
は
、

そ
れ
が
か
な
り
の
数
(
数
千
字
?
〉
に
も
達
し
た
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ょ
う
で
あ
る
。

ζ

の
契
汁
文
字
が
天
質
時
代
に
漢
人
の
指
導
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
文
字
だ
と
す
れ
ば
、

お
そ
ら
く
大
字
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。

で
は

『
遼
史
』

に
い
う
契
丹
大
字
と
小
字
と
は
、
さ
き
に
確
認
し
た
契
丹
文
字
の
第
一
類
(
表
意
文
字
)

と
第
二
類
(
表
音
文
字
)

と
の
い
ず

れ
に
、

そ
れ
ぞ
れ
針
比
さ
す
乙
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
ま
ず
手
が
か
り
に
な
る
の
は
小
字
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
さ
き
に

も
い
っ
た
よ
う
に
、

ウ
イ
グ
ル
言
語

・
文
字
に
ヒ
ン
ト
を
え
て
制
作
さ
れ
、

そ
の
特
徴
と
し
て
は
「
数
少
な
く
し
て
該
貫
す
」
と
い
わ
れ
る
か

ら
、
そ
の
数
は
大
字
に
く
ら
べ
て
は
少
な
い
が
、
し
か
し
契
丹
語
を
官
押
す
の
に
は
「
充
分
こ
と
足
り
た
」
(
該
貫
)
乙
と
が
わ
か
る
。
し
て
み
る

は
じ
め

と
小
字
ー
ー
ー
小
は
大
に
針
し
て
次
ま
の
意
ー
ー
は
音
債
を
も
っ
表
音
文
字
で
、
乙

乙
に
い
う
第
二
類
の
文
字
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。
す
な

わ
ら
い
JH
F
ま、

」
4
f，
一
ノ

r
勾

t
v

そ
の
字
形
が
漢
字
の
部
首
に
似
て
お
り
、

ζ

れ
を
若
干
個
組
み
合
わ
せ
て
合
成
文
字
を
作
る
乙
と
が
で
き
る
。

さ
き
の
道
宗
皇
帝
と
宣
踏
皇
后
の
契
丹
文
京
加
の
築
蓋
を
み
る
と
、

こ
れ
ら
の
合
成
文
字
は
そ
れ
ぞ
れ
若
干
の
小
字
に
分
解
さ
れ
て
お
り
、

た
と
え
ば
道
宗
皇
帝
と
宣
撚
皇
后
と
の
二
基
の
築
蓋
に
み
え
る
文
字
を
と
っ

て
、

5
J
6
ペ
ー
ジ
の
説
明
を
く
り
か
え
す
と
、

こ
と
で
は
各
文

10一

字
が
築
書
慌
風
に
、
前
者
は
毎
行
六
字
づ
っ
六
行
に
、
後
者
は
毎
行
四
字
づ
っ
四
行
に
刻
出
さ
れ
て
い
る
。

乙
れ
ら
の
文
字
を
そ
れ
ぞ
れ
の
亥

加
碑
身
の
合
成
文
字
と
照
合
し
て
、

そ
の

一
語

一
語
に
あ
て
は
め
て
み
る
と、

つ
ぎ
の
よ
う
に
前
者
は
一
五
語
を
三
六
個
の
文
字
に
分
解
し
、

後
者
は
七
語
を
一
六
個
の
文
字
に
分
解
し
て
い
る
ζ

と
が
わ
か
る

(
3
闘

・
5
闘
参
照
)。

と
の
文
字
は
そ
れ
ぞ
れ
に
音
債
を
も
っ
て
い
る
で
あ

ろ
う
か
ら
、

こ
れ
ら
を
組
合
わ
せ
た
合
成
文
字
は
契
丹
語
の
一

語
を
寓
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

契
丹
小
字
と
は
、

乙
の
よ
う
な
合
成
文
字
を
構
成
す
る

一
つ
一
つ
の
素
文
字
を
さ
す
も
の
と
考
え
る
が
、
契
丹
大
字
と
の
関
連
か
ら
や
が
て

乙
の
素
文
字
で
あ
る
本
来
の
小
字
の
ほ
か
に

と
も
に
契
丹
小
字
と
よ
ぶ
よ
う
に
な
っ
に
の
で
あ

乙
れ
ま
で
こ
の
素
文
字
(
小
字〉

を
原
(
元
)
字
と
か
字
母
な
ど
と
稿
し
、

合
成
文
字
を
小
字
と
よ
ん
で
き

乙
れ
を
組
合
わ
せ
て
合
成
し
た
文
字
を
も、

ろ
う
。
ち
な
み
に
、
わ
れ
わ
れ
は

た
が
、
前
引
の

『
遼
史
」

「
皇
子
表
」
の
記
載
を
素
直
に
よ
め
ば
、
原
字
(
字
母
〉
乙
そ
小
字
と
よ
ぶ
べ
き
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
論
文
で
は

ま
ぎ
ら
わ
し
さ
を
さ
け
て
合
成
文
字
を
便
宜
上
「
合
成
文
字
ー
」
ま
た
は
「
契
丹
文
字
」
と
よ
ぶ
乙
と
に
し
た
い
。

へ

ん

つ

〈

り

そ
の
合
成
法
も
漢
字
の
扇

・
努
の
し
く
み
に
よ
っ
て
は
い
る
も
の
の
、

な
お
小
字
に
つ
い
て
い
え
ば
、

そ
の
字
形
は
漢
字
に
似
て
、

そ
れ
ぞ



れ
音
債
を
も
っ
文
字
を
若
干
個
合
成
し
て
一
語
を
骨局
し
て
い
る
黙
は
、
ま
さ
し
く
股
漢
文
化
に
努
め
た
契
丹
民
族
の
心
意
気
を
、
ひ
い
て
は
遼

園
文
化
の
特
性
を
よ
く
象
徴
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
さ
き
に
引
用
し
た
『
新
五
代
史
』
や
『
五
代
禽
要
』
に
、
契
丹
文
字
は
「
隷
書
之
牢
を

増
減
し
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
の
は
、
要
す
る
に
そ
の
字
形
を
さ
し
て
い

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

文
字
と
、
表
意
文
字
の
大
字
と
を
相
伴
用
し
つ
つ
契
丹
語
を
書
き
寓
す
方
法
は
、

と
う
し
て
契
丹
の
大
字
お
よ
び
小
字
が
い
ま
説
明
し
た
よ
う
だ
と
す
れ
ば
、
契
丹
人
が
表
音
の
小
字
を
組
み
合
わ
せ
て
一

語
を
表
わ
す
合
成

あ
た
か
も
表
意
の
漢
字
と
表
音
の
か
な
文
字
と
を
ま
ぜ
合
わ

せ
て
、
日
本
語
を
書
き
鶏
す
「
か
な
ま
じ
り
文
」
と
似
た
黙
が
あ
る
よ
う
に
考
え
る
。
も

っ
と
も
日
本
文
の
漢
字
と
か
な
文
字
、
契
丹
文
の
小

字
を
合
成
し
た
合
成
文
字
と
大
字
と
の
併
用
の
し
か
た
を
み
る
と
、

日
本
文
で
は
表
意
文
字
の
漢
字
が
複
雑
な
形
で
あ
り
、
表
音
の
か
な
文
字

が
音
債
を
も
ち
な
が
ら

一
字
づ
っ
分
離
し
た
か
ん
た
ん
な
形
で
あ
る
の
に
射
し
、
契
丹
文
で
は
反
射
に
、
表
意
の
大
字
が
比
較
的
か
ん
た
ん
な

字
形
で
あ
り
、
表
音
の
か
な
文
字
に
相
嘗
す
る
小
字
を
組
み
合
わ
せ
た
合
成
文
字
は
、
契
丹
語
の

一
語
を
あ
ら
わ
す
し
く
み
の
た
め
、

そ
の
字

- 11ー

形
が
か
え
っ

て
複
雑
で
あ
る
貼
は
大
き
く
異
る
。

つ
ぎ
に
契
丹
文
字
を
合
成
す
る
小
字

(
い
わ
ゆ
る
原
字
あ
る
い
は
字
母
〉

@
 

も
、
そ
の
数
は
ざ
っ
と
三

O
O個
内
外
を
推
算
す
る
ζ

と
が
で
き
る
。

慶
陵
の
契
丹
文
京
mm
の
み
か
ら
と
り
出
し
て
み
て

も
っ
と
も
近
刊
の
鄭
紹
宗

「
興
隆
鯨
梓
木
林
子
震
現
的
契
丹
文
墓
誌

の
数
を
み
る
と
、

げ
て
い
る
が
、

乙
の
表
の
な
か
に
は

一
部
重
複
も
み
ら
れ
る
。

か
れ
は
京
加
の
ほ
か
に
、

戦
後
新
に
出
土
し
た
契
丹
文
墓
誌
銘
か
ら
も
抽
出
し
て
、
四

O
二
個
の
字
母
(
小
字
)
表
を
か
か

な
お
契
丹
文
字
を
合
成
す
る
小
字
の
な
か
に
は
、
大
字
の
字
形
を
整
理
し
て
採

銘
」
に
よ
れ
ば
、

り
入
れ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ち
な
み
に
『
遼
史
』
が
小
字
に
つ
い
て
「
数
少
く
し
て
該
貫
す
'
」
と
い
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
小
字
が
一
二

O
O個
内
外
も
か
ぞ
え
ら
れ
る
の
は
、

い
か
に
も
多
す
ぎ
る
と
疑
問
現
す
る
人
も
あ
る
が
、
表
意
文
字
が
漢
字
に
み
る
よ
う

に
無
制
限
に
作
る
ζ

と
が
で
き
る
の
に
比
べ
る
と
、
三

O
O
個
内
外
で
も
数
少
な
い
と
い

っ
て
よ
か
ろ
う
。

契
丹
小
字
の
合
成
法
と
大
字

ζ

う
し
て
契
丹
小
字
の
合
成
の
し
く
み
を

契
丹
文
京
加
の
碑
面
に
み
え
る
契
丹
文
字
か
ら
考
え
て
み
る

371 

と
、
合
成
さ
れ
る
小
字
は
二
個
な
い
し
七
個
(
?
〉
を
限
度
と
し
、

そ
の
組
み
合
わ
せ
か
た
に
も
、

つ
ぎ
に
掴
示
す
る
よ
う
な

A
型
・

B
型
の
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二
型
式
が
み
ら
れ
る
。

E 

宅plE

A
型

-
①

一

i①②! 

B 
~~ 

①
 

lg 

i① 
l②3 
UIL 

|① 

|②③ 

W 

9包):v1l 

0 1 

V 

W 

gg 

協|
⑤ 

i議

盆?

す
な
わ
ち
二
個
の
小
字
を
組
み
合
わ
す
ば
あ
い
に
は

左
か
ら
右
に
列
べ
る
も
の

(
A
型
)
と
上
か
ら
下
に
か
さ
ね
る
も
の
(B
型
)
、

ま
た

で
あ
っ
て
、

B
型
は
む
し
ろ
特
殊
な
ば
あ
い
、

三
個
な
い
し
五
個
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
を
組
み
合
わ
す
に
も
、

A
-
B
二
つ
の
配
列
形
が
あ

っ
た
ζ

と
が
わ
か
る
。
そ
の
う
ち
A
型
が
一
般
的

た
と
え
ば
常
に
語
頭
に
配
置
さ
れ
て
い
る
小
字
①
が
表
意
文
字
で
あ
る
よ
う
な
ば
あ
い
に
、
か

- 12-

ぎ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

哀
品
川
築
蓋
の

と
乙
ろ
が
、
東
陵
壁
霊
の
人
物
宵
像
の
そ
れ
ぞ
れ
の
一
肩一
上
に
署
名
さ
れ
て
い
る
人
名
を
み
る
と

(『皮
陵
』
1
}
コm
-ミ

参
昭
口
、

ζ

の
乙
と
は
A
型
の
配
列
形
が
一
般
化
す

る
ま
で
は
、

刻
字
の
よ
う
に
、
小
字
を

一
つ
一

つ
分
離
し
て
上
か
ら
下
へ
並
記
し
て
い
る
の
が
若
干
み
ら
れ
る
。

乙
の
よ
う
に
小
字
を
分
離
し
て
書
く
方
式
|
!
と
く
に
人
名
な
ど
で
は
ー
ー
も
並
行
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も

考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
改
め
て
小
字
を
見
直
し
て
み
る
と

大
字
が
表
音
の
小
字
と

組
み
合
わ
さ
れ
る
ば
あ
い
も

多
い
乙
と
が
わ
か
る
。

一
例
を
あ
げ
る

と、

道
宗
皇
帝
契
丹
文
京
加
碑
の
第

一
行
自
の

「
主
開
」
以
下
の
五
字
は
、

漢
文
京
mm碑
と
比
較
封
照
し
て
「皇
帝
の
亥
加
文
」
の
い
み
で
あ
る

と
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
同
じ
く
五
行
自
の
上
か
ら
八
字

・
九
字
の

「
主
主
」
は
皇
帝
を
い
み
す
る
表
意
文
字
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、

さ
き
の

王
の
駅
U
机
を
加
え
た

「
主
制
」
の
二
字
は
「
皇
帝
の
」
の
い
み
を
あ
ら
わ
す
。
す
な
わ
ち
王
字
の
右
方
に
結
合
さ
れ
て
い
る
札
字
は
契
丹
語
の

物
主
格
的

gF円
Z
E
-
-モ
ン
ゴ
ル
語
で
は

5
ま
に
は

gー
ー
を
示
す
表
音
文
字
と
考
え
ら
れ
る
。

と
の
よ
う
に
表
意
の
大
字
と
表
音
の
小



字
と
が
組
み
合
わ
さ
れ
る
ば
あ
い
に
は
、

そ
の
新
町
ド
語
尾
の
一
字
な
い
し
若
干
個
の
小
字
は
、
名
詞
の
格

(
助
詞
〉
、
動
詞
・
助
動
詞
の
饗
化
を

示
す
接
尾
語
あ
る
い
は
形
容
詞
な
ど
で
あ
る
ば
あ
い
が
少
な
く
な
い
。
乙
れ
は
後
述
す
る
よ
う
に

(m
-m四
ペ
ー
ジ〉
、
契
丹
語
が
ア
ル
タ
イ
系
の

モ
ン
ゴ
ル
語
と
同
系
で
、
中
園
語
と
は
そ
の
語
系
を
異
に
す
る
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
契
丹
語
を
文
章
に
表
現
す
る
に
は
、
あ
た
か
も

日
本
人
が
名
詞
の
格
(
助
詞
)
や
動
詞

・
助
動
詞
の
饗
化
を
示
す
た
め
に
、
か
な
文
字
を
も
っ
て
漢
字
と
漢
字
と
を
つ
な
い
で
文
章
ぞ
表
現
す

る
よ
う
に
、
契
丹
小
字
は
も
と
も
と
大
字
と
大
字
を
つ
な
ん
¥
||
あ
る
い
は
補
な
う
役
わ
り
を
す
る
た
め
の
も
の
と
考
え
る
方
が
嘗
を
え
て
い

る
か
と
思
う
。
乙
う
し
て
遼
圏
で
は
、
乙
の
園
字
で
あ
る
大
字

・
小
字
を
公
用
し
て
行
政
に
資
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
乙
の
乙
と
は
必
要
上
か

ら
と
と
も
に
契
丹
指
導
層
が
漢
文
化
を
強
く
意
識
し
つ
つ
、
そ
れ
に
劃
抗
し
よ
う
と
し
て
考
案
し
た
も
の
で
も
あ
ろ
う
と
い
え
る。

契
丹
文
字
の
行
用

と
と
ろ
が
考
え
て
み
る
と
、

乙
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
表
意
文
字
(
大
字
)
と
表
音
文
字
(
小
字
〉
と
を
行
用
す
る
に
あ
た

り
、
表
音
の
小
字
は
複
雑
な
合
成
の
し
く
み
を
も
っ
て
お
り
、
ζ

の
よ
う
な
複
雑
な
文
字
の
読
み
書
き
が
、
は
た
し
て
嘗
時
の
遼
園
一
般
に
普
及

ま
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
、

た
と
え
ば
『
詞
林
典
故
』
巻
二
に

「遼
園
又
有
北
面
林
牙

〈
翰
林
の
意
)
、
則
掌
契
丹
文
字
、

- 13ー

し
た
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
。

そ
れ
は
せ
い
ぜ
い
知
識
人
か
書
記
な
ど
の
よ
う
な
特
定
階
級
の
限
ら
れ
た
人
び
と
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
た
に
と
ど

行
於
園

中
者
、
南
面
林
牙
則
粂
掌
中
園
文
字
」
と
み
え
る
記
載
に
よ
る
と
、
圏
中
に
行
用
さ
れ
た
と
い
え
ば
、
か
な
り
康
範
固
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
た

|
|
少
く
と
も
讃
ま
れ
た

l
!
と
も
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
契
丹
文
字
は
外
見
上
で
は
複
雑
煩
墳
の
よ
う
に
み
え
て
も
、
小
字
の
組
合
わ
せ

原
理
は
契
丹
人
に
と
っ
て
案
外
に
理
解
し
易
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

で
あ
れ
ば
こ
そ
契
丹
大
字
も
小
字
も
遼
代
ば
か
り
で
な
く、

金
代
に

な
っ
て
も
女
員
文
字
や
漢
字
と
な
ら
ん
で
行
用
さ
れ
つ
つ
遼

・
金
代
の
約
二
百
数
十
年
間
を
通
じ
て
生
き
抜
く
と
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

金
代
に
つ
い
て
み
て
も
、
金
初
か
ら
中
期
ど
ろ
に
か
け
て
は
、

契
丹
文
字
は
大
字

・
小
字
と
も
盛
ん
に
使
用
さ
れ
た
ら
し
く
、

近
年
河
北
省

@
 

興
隆
豚
梓
木
林
子
か
ら
出
土
し
た
粛
仲
恭
の
契
丹
字
墓
志
銘

(
五
四
字
詰
め
五
O
行
〉
は
金
の
海
陵
王
天
徳
二
年
(
二

五
O
)
の
も
の
で
あ
り
、

ま
た

『
金
史
』
巻
五
三

「選
拳
三
」
に
よ
れ
ば
、
正
隆
元
年
(
一
一
五
六
)
に
は
園
史
院
に
契
丹
書
寓
の
官
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

373 

園
史
院
書
潟
、
正
隆
元
年
定
制
。
女
直
書
潟
、
試
以
契
丹
字
書
、
誇
成
女
直
字
、

限
三
百
字
以
上
。
契
丹
書
潟
、
以
熟
子
契
丹
大

・
小
字
、
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以
漢
字
書
、
詳
成
契
丹
字
、
三
百
字
以
上
。
詩

一
首
、
或
五
言
七
言
四
問
、

以
契
丹
字
出
題

と
う
し
て
海
陵
王
を

つ
い
だ
世
宗
も、

国
粋
主
義
を
鼓
吹
す
る
上
か
ら
女
員
文
字
の
普
及
を
熱
心
に
推
進
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

や
は
り

契
丹
文
字
の
方
が
歴
史
が
古
く
て
、
詩
文
の
ど
と
き
も
そ
の
義
理
の
深
徴
さ
を
あ
ら
わ
す
の
に、

女
員
文
字
が
お
よ
ば
な
い
こ
と
を
認
め
ざ
る

①
 

を
え
な
か

っ
た
と
い
う
。
と
ζ

ろ
が
、

つ
主
の
章
宗
朝
に
な
る
と
、

よ
う
や
く
契
丹
字
の
使
用
も
下
火
に
な
り
、
女
員
字
か
ら
漢
字
、
漢
字
か

ら
女
員
字
へ
の
直
-詳
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
園
史
院
に
お
い
て
も
契
丹
字
書
寓
は
罷
め
ら
れ
る
乙
と
に
な

っ
た
。

明
昌
二
年
四
月
笑
巳、

議
有
司
、

自
今
女
直
字
直
詩
篇
漢
字
、
園
史
院
書
寓
契
丹
字
者
罷
之
(
『
金
史
』
径
九

「
章
宗
紀
」
)

の
が
、
そ
れ
で
も

『
金
史
』
の
列
博
中
か
ら
検
出
し
て
み
る
と
、

金
代
を
通
じ
て
契
丹
人
は
も
と
よ
り
女
異
人
に
も
契
丹
大

・
小
字
に
通
暁
し
た
も

い
か
に
多
か
っ

た
か
が
知
ら
れ
る
し
、
元
初
に
あ
っ
て
も
契
丹
文
字
は
な
お
一

部
の
人
び
と
の
聞
に
使
用
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

以
上
、
慶
陵
の
哀
紛
糾
石
渡
見
以
前
に
お
け
る
契
丹
文
字
と
契
丹
語
に
閲
す
る
内
外
諸
皐
者
の
研
究
の
紹
介
、

笈
品
川
碑
の
護
見
に
よ
る
契
丹

文
字
の
確
認
、
契
丹
大
字

・
小
字
創
制
の
仕
末
お
よ
び
小
字
合
成
の
し
く
み
と
大
字
と
の
関
係
な
ど
、

こ
れ
ま
で
乙

の
文
字
に
つ
い
て
明
ら
か

- 14ー

に
な
し
え
た
と
ζ

ろ
を
説
明
し
つ
つ
私
見
を
の
ベ
た
。

つ
ぎ
に
そ
れ
ら
を
要
約
し
て
み
る
と
、

)
 

唱

i(
 
契
丹
文
字
に
は
表
意
の
大
字
と
表
音
の
小
字
と
の
二
類
が
あ
る
。
人
び
と
は
乙

の
大
字

・
小
字
を
並
用
し
て
契
丹
語
を
表
現
し
つ
つ
、

遼

・
金
の
二
朝
二
百
数
十
年
の
間
公
用
し
た
。

(2) 

契
丹
大
字
は
現
在
知
ら
れ
る
資
料
に
よ
る
か
ぎ
り
一

三

O
J
一
四
六
を
か
ぞ
え
、
小
字
は
約
三

O
O
内
外
で
、
ζ

れ
ら
を
若
干
個
|
|

一
般
に
二
個
な
い
し
七
個
ー
ー
を
組
み
合
わ
せ
て

一
語
を
成
し
た
。
そ
し
て
一

連
の
契
丹
文
は
、
大
字
と
小
字
の
合
成
文
字
と
を
ま
じ
え
て
書

き
寓
さ
れ
た
。

右
へ (3)
列
" ζ̂ 

ら
れ

個
の
と
き
は
左

右
の
ほ
か

小
字
の
組
み
合
せ
順
は

一
般
に
左
か
ら
右
に
並
べ
る
二
個
を
限
度
と
し
て
上
下
段
に
か
さ
ね
る
。
同
一

段
の
二
個
は
つ
ね
に
左
か
ら

ま
れ
に
は
上
下
に
か
さ
ね
る
ば
あ
い
も
あ
る
。

二
段
以
上
の
ば
あ
い
は

上
段
の
右
か
ら

下
段
の
左
へ
つ
づ
く
。



(4)‘ 

大
字

・
小
字
と
も
字
形
は
漢
字
の
部
首
に
似
た
も
の
が
多
い
貼
か
ら
み
る
と
、
契
丹
文
字
に
あ
た
え
た
漢
字
の
影
響
は
、
わ
れ
わ
れ
が

務
想
す
る
以
上
に
大
き
い
も
の
が
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

に
υ

組
み
合
わ
さ
れ
た
小
字
の
語
尾
の
一
字
な
い
し
四
字
は
、

や
動
詞
の
接
尾
語
お
よ
び
助
動
詞

・
形
容
詞
な
ど
を
示

ζ

れ
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
契
丹
語
が
ア
ル

タ
イ
系
の
言
語
で
あ
る
た
め
、
契
丹
語
を
寓
す
に
は
表
意
の
大
字
だ
け
で
は

名
詞
の
格
(助
詞
)

す
ば
あ
い
が
多
い
。

不
充
分
で
、
表
音
の
小
字
を
も
っ
て
大
字
と
組
み
合
わ
す
必
要
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

契
丹
文
字
解
讃
へ
の
試
み

職
前
の
契
丹
文
字
研
究
の
動
向

戦
前
に
お
け
る
契
丹
文
字
解
讃
へ

の
努
力
は
、
慶
陵
出
土
の
契
丹
文
京
妨
と
ζ

れ
に
封
躍
す
る
漢
文
京

加
と
を
比
較
劉
照
す
る
ζ

と
に
よ
っ
て
、
手
が
か
り
を
求
め
よ
う
と
す
る
黙
に
も
っ
ぱ
ら
注
が
れ
て
き
た
。

前
述
し
た
よ
う
に
、

一
九
二
二
・
二
三
年
ケ
ル
ヴ
ィ
ン
、

ミ
品
リ

l
雨
師
に
よ
る
興
宗
皇
帝
と
仁
藤
皇
后
と
の
契
丹
文
京
加
の
紗
潟
が
護
表

- 15一

つ
づ
い
て
一
九
三
二
年
(
昭
和
七
年
)
一一一
月
、
道
宗
と
宣
蕗
皇
后
と
の
こ
組
四
面
の
契
丹
文
哀
加
碑
石
が
、

著
者
に
よ
っ

て
奉
天

(洛
陽
)

で
設
見
さ
れ
、
同
年
五
月
に
そ
の
全
拓
影
が
京
都
大
挙
に
お
い
て
公
開
紹
介
さ
れ
る
や
、
乙
れ
が
、
き
っ
か
け
に
な

っ
て
開
東
軍
の
巌
重
な
管
理

下
に
あ
っ
た
哀
加
碑
石
の
手
拓
の
禁
が
皐
術
上
の
理
由
で
緩
和
3
れ
、
そ
の
拓
影
は
皐
界
に
流
布
す
る
乙
と
に
な
っ

た
。
と
う
し
て
各
園
の
皐

③
 

者
、
わ
け
で
も
日
本
お
よ
び
中
園
の
諸
皐
者
に
よ
る
契
丹
文
字
解
讃

へ
の
研
究
が
、
あ
い
つ
い
で
瑳
表
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

ベ
ん
こ
う
じ
ゅ

な
お
、
著
者
が
の
ち
に
見
る
乙
と
を
え
た
下
鴻
儒
「
熱
河
林
東
契
丹
園
書
墓
誌
」

き
れ
、

(『東
北
叢
鋭
』

一
四
期
、

九

、】ノ

に
よ
れ
ば

ζ

れ
よ

り
さ
き

一
九
三

O
年
一

O
月
、
嘗
時
遼
寧
圃
書
館
員
で
あ
っ
た
下
鴻
儒
が
園
立
中
央
研
究
院
北
卒
歴
史
語
言
研
究
所
員
の
梁
思
永
と
と
も
に
林

東
・
林
西
地
方
に
調
査
放
行
を
し
た
と
き
、
か
れ
は
林
西
に
お
い
て
慶
陵
出
土
の
契
丹
文
京
般
の
手
拓
数
葉
を
え
て
、
ζ

れ
を

『東
北
叢
鋭
』

に

紹
介
し
、
あ
わ
せ
て
拓
影
入
手
の
顛
末
に
つ
い
て
も
報
告
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
報
告
文
は
、
不
幸
に
も
同
年
三
九
三
一
〉
に
勃
設
し
に
、

375 

い
わ
ゆ
る
「
満
洲
事
蟹
」
の
た
め
か
、
首
時
中
園
で
も
あ
ま
り
知
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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き
て
註
③
に
列
撃
し
た
契
丹
文
字
の
解
讃
に
閲
す
る
諸
研
究
の
う
ち
、
最
初
に
大
き
な
成
果
を
も
た
ら
し
た
の
は
羅
一
繭
成
「
遼
宣
蕗
皇
后
哀

加
樺
文
」
「
濯
園
書
裏
切
樺
文
考
謹
」
(『遼
陵
石
刻
集
録
』

所
枚
〉
お
よ
び
王
静
如

「遼
道
宗
及
宜
愁
皇
后
契
丹
園
字
哀
加
初
樟
」

「契
丹
園
字
再

樟
」
で
あ
ろ
う
。
慶
陵
出
土
の
契
丹
文
京
慨
は
、
幸
に
し
て
と
れ
に
封
臆
す
る
と
確
認
さ
れ
る
漢
文
京
加
が
存
在
す
る
た
め
、

羅

・
王
雨
氏
は

と
の
雨
碑
石
の
契
丹
文
と
漢
文
と
を
比
較
封
照
す
る
ζ

と
に
よ
っ
て
日
附
を
示
す
年
月
日
、

干
支
、
数
詞
な
ど
の
契
丹
文
字
と
漢
字
と
の
割
諜

を
試
み
た
の
で
あ
っ
た
。

ζ

の
よ
う
に
封
詳
の
漢
字
と
契
丹
文
字
と
を
比
較
す
る
方
法
は
、

さ
き
に
紹
介
し
た
戦
後
出
土
の
新
責
料
に
つ

い
て
も
、

腐
鼎
撞

・
鄭
紹
宗

-
陳
述
ら
の
中
園
間
筆
者
に
よ
っ

て
試
み
ら
れ
て
い
る
(
註
③
)
が
、

そ
れ
ら
は
い
づ
れ
も
羅

・
王
雨
氏
の
研
究
を
ふ
ま
え
な
が
ら

準
め
ら
れ
て

き
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

契
丹
文
と
漢
文
と
は
そ
の
言
語
構
造
が
全
く
異
な
っ
て
お
り
、

嘗
然
哀
明
文
の
内
容
も
控
方
に

少
な
か
ら
ぬ
異
同
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
と
か
ら
、
羅

・
王
雨
氏
を
は
じ
め
多
く
の
中
園
筆
者
の
苦
心
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
未
知
の
契

と
ζ

ろ
が
後
述
す
る
よ
う
に
(
叩
四
ペ
ー
ジ
)

丹
文
字
を
た
だ
漢
文
京
加
と
封
比
し
て
、
特
定
の
語
葉
、

契
丹
小
字
の
音
債
、

た
と
え
ば
若
干
の
固
有
名
詞
や
数
詞
、

ま
た
は
元
蹴

・
年
月
日
・
干
支
な
ど
と
か
を

- 16-

封
臨
喝
さ
せ
る
だ
け
の
手
段
で
は
、

一
語
(合
成
文
字
)
の
護
音
、

ひ
い
て
は

一
文
の
い
み
を
解
明
す
る
ζ

と
は
困
難
で
あ

る
。
い
わ
ん
や
契
丹
哀
般
の
全
文
解
誼
は
至
難
の
業
で
あ
ろ
う
。

職
後
の
契
丹
文
字
研
究
の
動
向

漢
文
と
の
封
照
に
よ
っ
て
え
た
羅

・
王
南
氏
を
は
じ
め
中
圏
諸
皐
者
の
成
果
を
参
考
に
し
な
が
ら、

そ

れ
と
は
異
る
言
語
準
的
方
法
、
主
と
し
て
契
丹
小
字
の
音
債
を
求
め
る
ζ

と
を
解
語
へ
の
手
が
か
り
に
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
、

戦
後
わ
が
園

の
閉
家
者
た
ち
に
よ
っ
て
考
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
試
み
に
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
、

註
⑧
に
も
あ
げ
た
村
山
七
郎
「
契
丹
文
字
解
語
の
方

法
」
を
は
じ
め
、

山
路
贋
明
『
契
丹
語
の
研
究
』
つ
づ
い
て
長
田
夏
樹

「契
丹
文
字
解
請
の
可
能
性
」
、
田
村
貫
造

・
小
林
行
雄

『
慶
陵
』

1
、

第
六
章
第
四
節
「
契
丹
文
字
の
哀
加
入
愛
宕
松
男
「
契
丹

E
E
文
の
解
讃
に
つ
い
て
」
な
ど
の
諸
研
究
で
あ
っ
た
。

ま
ず
村
山
数
授
の
論
文
に
つ
い
て
み
る
と
、
氏
は
契
丹
小
字
を
作
っ
た
迭
刺
が
、

ウ
イ
グ
ル
人
か
ら
習
得
し
た
と
い
わ
れ
る
文
字
を
古
代
突



厭
文
字
と
推
測
し
、
哀
舶
に
み
る
よ
う
な
契
丹
文
字
を
合
成
す
る
小
字
を
古
代
突
欧
文
字
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
比
較
封
照
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ

の
音
債
を
推
定
し
た
の
ち
、
さ
ら
に
進
ん
で
契
丹
語
を
本
論
文
で
も
後
述
す
る
よ
う
に

(四
ペ
ー
ジ
)
白
鳥
庫
吉
博
土
と
ポ

ッ
ベ
博
士
と
の
考
読

ζ

れ
を
羅
一
幅
成
の
研
究
に
よ
る
道
宗
と
宣
蕗
皇
后
と
の
「
契
丹
字
築
蓋
韓
文
」
に
あ
て
は
め
て
、
各

に
も
と
.
つ
い
て
モ
ン
ゴ
ル
語
系
と
考
え
、

字
の
音
債
と
、

か
り
に
村
山
数
授
の
推
定
に
よ
る
小
字
の
音
債
を
み
と
め
る
な
ら
ば
、

長
田

夏
樹
「
契
丹
文
字
解
讃
の
可
能
性
」
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
突
版
文
字
の
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
約
四

O
個
に
す
ぎ
な
い
の
に
、

そ
の
い
み
と
の
推
定
を
試
み
て
い
る
。

し
か
し
、

そ
れ
と
三

O
O

個
を
こ
え
る
契
丹
小
字
と
の
調
整
は
、
は
た
し
て
う
ま
く
行
な
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
前
述
し
た
よ
う
に
、

契
丹
文
字
合
成
上
に
お
け
る

小
字
の
配
列
順
序
を
無
視
し
て
い
る
貼
に
も
大
き
な
疑
問
が
あ
る
よ
う
に
考
え
る
。
と
も
あ
れ
小
字
の
租
形
を
古
代
突
版
文
字
の
よ
う
な
表
音

文
字
に
求
め
つ
つ
、

そ
の
音
債
を
推
定
し
よ
う
と
し
た
護
想
は
、

と
れ
ま
で
の
契
丹
文
字
研
究
法
に
一
時
機
を
興
え
た
貼
に
大
き
な
い
み
を
も

つ
も
の
と
高
く
評
債
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

村
山
論
文
に
つ
づ
い
て
護
表
し
た
著
者
ら
田
村
・
小
林
の

「契
丹
文
字
の
京
mm」
(
『
慶
陵
』

1
、
第
六
章
係
四
節
)
に
つ
い
て
は
、

そ
の
後
気
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づ
い
た
私
見
を
も
ま
と
め
て
後
述
す
る
ζ

と
に
し
た
い
。

つ
富
に
村
山
論
文
と
著
者
ら
の
研
究
成
果
と
を
ふ
ま
え
つ
つ

ζ

の
文
字
の
解
讃
へ

新
た
な
一
石
を
投
じ
た
の
は
、
愛
宕
松
男

「契
丹

-cgH
文
字
の
解
讃
に
つ
い
て
!
」

で
あ
る
。

愛
宕
数
授
は
苦
心
の
末
に
、

こ
れ
ま
で
漢
文

哀
加
と
の
封
比
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
元
競
・
干
支
・

年
月
日
・
数
詞
な
ど
を
ふ
く
む
ロ
の
文
例
の
日
附
記
載
を
有
力
な
手
が
か
り

五
O
蝕
の
字
母
(
小
字
〉
の
音
債
と
、

と
し
て
、

ζ

れ
ら
を
既
知
の
モ
ン
ゴ
ル
語
と
封
照
さ
せ
つ
つ
、

ζ

れ
と
ほ
ぼ
同
数
の
字
頭
の
音
債
と
を

考
定
し
て
い
る
。

し
か
し
疑
問
に
思
わ
れ
る
の
は
、

果
し
て
契
丹
小
字
い
わ
ゆ
る
字
母
(
原
字
)
は、

そ
の
字
劃
を
ζ

の
よ
う
に
細
分
解
し
て

そ
の
各
々
に

契
丹
小
字
は

ウ
イ
グ
ル
字
や
突
版
文
字
の
よ
う
に
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
式
第
一

音
債
を
興
え
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
後
述
す
る
女
員
文
字
か
ら
逆
推
す
れ
ば

あ
る
い
は
(
引
吋
)
+
(
却
時
)
+
(咽
時
)

(
山
市
時
〉
+
(
油
時
)
・

な
ど
の
よ
う
な
複
合
音
債
を
も
つ
も
の

.377 

(
砲
附
)
十
(
引
時
)

で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
の
疑
問
は
、
氏
は
表
意
の
大
字
と
表
音
の
小
字
と
を
直
別
す
る
乙
と
な
く
、

す
べ
て
を
一

様
に
小
字
と
み
て
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い
る
が
、
す
で
に
推
定
し
た
と
お
り
表
意
の
大
字
と
表
音
の
小
字
と
は
日
本
の
か
な
文
字
と
漢
字
と
の
ま
じ
り
文
の
よ
う
に
、
互
に
ま
じ
り
合

っ
て
契
丹
諾
を
寓
し
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
大
字
を
小
字
と
同
様
に
み
て
細
分
解
し
、

音
債
推
定
の
材
料
と
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
思
う
。
最
後
に
著
者
の
「
契
丹
文
字
解
讃
へ
の
試
み
」
を
の
べ
る
ζ

と
に
す
る
が
、

そ
れ
に
は
前
提
と
し
て
契
丹
一訟
の
語
系
に

つ
い
て
考
え
て
み
る
要
が
あ
る
。

契
丹
語
の
語
系
に
つ
い
て

と
れ
ま
で
説
明
し
た
と
ζ

ろ
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
契
丹
文
字
で
は
若
干

!
l
二
個
な
い
し
七
個
ー
ー
ー

の
小
字
を
も
っ
て
組
み
合
わ
さ
れ
た

一
合
成
文
字
の
う
ち
に
、

事
買
は
、
さ
き
に
も
指
摘
し
た
と
お
り
契
丹
語
が
中
園
語

(
漢
文
〉
と
系
統
を
異
に
す
る
ア
ル
タ
イ
語
系
の
言
語
で
あ
る
ζ

と
を
い
み
す
る
。

助
詞
や
動
詞
の

援
化

・
助
動
詞
な
ど
を
示
す
接
尾
語
が
ふ
く
ま
れ
る
と
い
う

乙
の
ζ

と
を
具
臨
的
に
説
明
し
て
い
る
の
は
、
古
く
北
宋
の
洪
蓮
が

『
夷
竪
志
』
巻
一
八
、

丙
志
「
契
丹
前
詩
」

の
項
の
中
に
牧
め
て
い
る
つ

ぎ
の
一
句
で
あ
る
。
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契
丹
の
小
見
は
、
は
じ
め
漢
文
の
書
を
読
み
げ
の
に
、
ま
ず
俗
語
で
そ
の
文
句
を
顛
倒
し
て
習
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
漢
文
で
「
鳥
宿
池
中

樹
、
信
敵
月
下
門
」
と
い
う
詩
句
を
よ
む
に
は
、
「
月
明
の
う
ち
に
和
尚
は
門
子
を
打
ち
、
水
の
酌
お
の
樹
上
に
老
鳩
山
町
る」

と
い
う
。
乙
れ
に
よ
る
と
、
契
丹
語
は
漢
文
に
お
け
る
よ
う
な
語
句
の
配
列
と
は
異
な
り、

ン
シ
ウ
語
な
ど
と
同
じ
構
造
・
配
列
で
あ
る
ζ

と
が
わ
か
る
。

ア
ル
タ
イ
語
系
の
ト
ル
コ
語
や
モ
ン
ゴ
ル
語

・
マ

契
丹
語
の
研
究
は
、
す
で
に
冒
頭
に
も
の
べ
た
よ
う
に
、

一
九
世
紀
前
半
以
来
ク
ラ
。フ

ロ
ー
ト
や
シ
ョ
ッ
ト
ら
に
よ

っ
て
若
手
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
ら
は
ま
だ
未
熟
な
も
の
で
あ

っ
た
。
か
れ
ら
の
研
究
成
果
を
批
剣
し
て
契
丹
民
族
の
蹄
腐
や
契
丹
語
の
位
置
っ
け
に
大
き
く
貢
献
し

『
契
丹
園
志
』

『
遼
史
拾
遺
』
な
ど
の
中
園
史
書
の
う
ち
か
ら
比
較
的
確
買
と
思
わ
れ
る

た
の
は
白
鳥
庫
吉
博
士
で
あ
る
。
博
士
は
『
遼
史
』

契
丹
語
を
抽
出
し
、
そ
れ
ら
を
現
在
の
ア
ジ
ア
北
方
民
族
の
諸
語
と
比
較
し
た
結
果
、

そ
の
若
干
は
モ
ン
ゴ

ル
語
で
、
他
の
一

部
は
ツ
ン
グ
l

な
お
ポ

ッ
ベ
数
授
の
研
究

(2
・Z
-
HV
O
E
O
-

ごと
『四
円

ス
語
で
解
き
う
る
と
と
を
推
論
し
た
(
「
東
胡
民
族
考
」
一
四

『白
鳥
庫
士
口
全
集
』

第
四
容
所
牧
〉
。

《立。

ω司
g
n
r
o
品
。
円
。
mw
m
一F
H
Z
p
j

〉
白
区
玄
白
』
O
『
・
〈
O
戸

-
v
p
H
8
3
に
よ
れ
ば
、
ダ
フ
l
ル
語
は
中
世
モ

ン
ゴ
ル
諸
方
言
と
大
差
な
く
、
い
わ
ば
モ



て
コ
ル
語
の
古
形
を
と
ど
め
る
一
方
言
で
あ
る
と
い
う
。
そ
ζ

で
白
鳥
博
士
と
ポ
ッ
ベ
敬
授
と
の
研
究
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
L

契
丹
語
は
中
世

モ
ン
ゴ
ル
語
の
系
統
に
属
す
る
も
の
と
み
て
き
し
っ
か
え
な
い
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
慶
陵
壁
掛
宣
に
描
か
れ
て
い
る
契
丹
人
の
容
貌
が
今
日
の
モ

ン
ゴ
ル
人
に
酷
似
し
て
い
る
ζ

と
も
、

ζ

の
推
定
巻
強
め
る

一
傍
誼
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

戦
後
日
本
の
同
筆
者
た
ち
を
中
心
に
、
契
丹
文
字
を
漢
字
と
劉
雁
さ
せ
て
比
定
す
る
だ
け
で
な
く
、
文
字
そ
の
も
の

の
分
析
と
そ
の
音
債
の
推
定
な
ど
言
語
準
的
方
法
に
よ
る
解
読
へ
の
努
力
が
な
さ
れ
て
き
た
ζ

と
は
、

契
丹
大
字
に
つ
い
て

さ
き
に
紹
介
し
た
と
お
り
で
あ
り
、

ζ 

の
ζ

と
は
契
丹
文
字
の
研
究
上
に

一
轄
機
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
そ
れ
と
並
行
し
て
試
み
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い

の
は
、
契
丹
大
字
の
検
別
と
そ
の
確
認
と
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
ζ

で
本
項
で
は
、
ま
ず
契
丹
大
字
の
検
討
か
ら
は
じ
め
る
乙
と
に
し
た
い
。

大
字
に
つ
い
て
は
、
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
羅
一
隅
成

・
王
静
如
・
鄭
紹
宗
ら
の
主
と
し
て
中
園
同
学
者
の
努
力
に
よ
っ
て
、
慶
陵
か
ら
出
土
し

た
道
宗
皇
帝
と
宜
強
皇
后
と
の
契
丹
文
京
畑
と
漢
文
京
加
と
の
劃
比
、

ま
た
ケ
ル
ヴ
ィ
ン
師
の
一
行
に
よ
っ
て
臨
一が
さ
れ
た
興
宗
皇
帝
と
仁
強

契
丹
字
の
数
詞
や
若
干
の
名
詞
群
が
摩
げ
ら
れ
る
。
羅
一
隅
顕
「
契
丹
闘
書
管
窺
」
は
、

契
丹
文
京
畑
中
か
ら
ζ

の
よ
う
な
表
意
文
字
(
大
字
)

- 19一

皇
后
と
の
契
丹
文
京
加
、
あ
る
い
は
『
大
金
皇
弟
都
統
経
略
郎
君
行
記
碑
』
な
ど
か
ら
確
認
さ
れ
た
各
皇
帝
の
元
競
の
年
月
日
に
ふ
く
ま
れ
る

九
四
個
を
検
出
し
て
い
る
が
、
ζ

れ
ら
の
う
ち
数
詞
群
と
し
て
は

l
J
m
と
却
の
計
一
一
個
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
漢
字
と
劉
醸
し
て
意

味
が
ほ
ぼ
明
ら
か
に
で
き
る
名
詞
群
を

つ
ぎ
に
列
馨
し
て
み
よ
う
。

名

言司

群

ネ
(
年
・
裁
)

ロ
ネ

(
同
年
ま
た
は
此
年
〉

穴
失
(
正
月
)

五
人
(
日
〉

#失

1T213 

口
枠
(
同
時
ま
た
は
此
時
)

失
(
天
0
・
)

主
空
介
(
皇
太
后
)

主主
(王
勅 (
'-'@皇

帝

主
介

(
皇
后
)

国
(
園
)

379 

で
は
乙
れ
ら
の
文
字
を
な
ぜ
表
意
の
大
字
と
推
定
す
る
の
か
。
そ
の
理
由
を
ま
ず
数
詞
群
(
1

)

か
ら
(
叩
)
ま
で
、

お
よ
び

(
却
)
な
ど
に



330 

つ
い
て
み
よ
う
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
乙
れ
ら
の
数
詞
は

一
様
に
小
字
と
推
定
き
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
愛
宕
教
授
は

(

1

)
 

告
ノ
と

七

(
叩
)
を
八
と
七

(
却
)
を

一
と
ー
に
細
分
解
し
て
、
そ
の

一
つ

一
つ
に
子
音
ま
た
は
母
音
の
音
債
を
興
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
契
丹

文
字
に
な
ら
っ

て
作
ら
れ
た
女
異
文
字
で
は
、
次
章
「
女
異
文
字
考
」
で
も
述
べ
る
よ
う
に
、
数
詞
は
乙
と
ご
と
く
表
意
文
字
で
あ
る
こ
と
か

ら
も
、
契
丹
文
字
の
数
詞
を
表
音
の
小
字
で
な
く
表
意
の
大
字
と
推
定
す
る
方
が
蓋
然
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。
は
じ
め
太
租
阿
保
機
は
大
字
を

創
制
す
る
に
あ
た
り
、
各
部
落
か
ら
の
徴
兵
や
徴
税
な
ど
祉
命
日
生
活
上
最
も
必
要
視
さ
れ
た
文
字
群
の
な
か
に
、

必
ず
や
散
詞
を
ふ
く
め
に
で

あ
ろ
う
こ
と
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

っ
き
に
年
、
月
、

日
、
皇
帝
、
皇
后
、
固
な
ど
の
名
詞
群
も
、

表
音
の
小
字
で
は
な
く
表
意
の
大
字
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

山田十濁
の
文
字
を
も
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
濁
立
し
た
い

み
、

こ
の
ほ
か
小
字

を
組
み
合
わ
せ
た
合
成
文
字
で
な
く

つ
ま
り
一

語
ぞ
表
わ
す
と
思
わ
れ
る

表
意
文
字

を
、
興
宗

・
仁
部
皇
后

・
道
宗

・
宣
謎
皇
后
の
四
面
の
哀
船
文
中
に
求
め
て
み
る
と
、

さ
き
に
列
摩
し
た
数
詞
や
若
干
の
名
詞
の
ほ
か
、
重
複

を
契
丹
大
字
だ
と
推
定
す
る
と
、
大
字
に
は
字
鰻
が

一・

力
・
小

・
十
・

午

・
山
・

八
・

自

・
久

・
乙
・

水
な
ど
の
よ
う
に
、
い
み
は
異
る
に

一 20ー

す
る
も
の
を
除
い
て
一

一一一

O
な
い
し
一

四
七
字
が
か
ぞ
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

乙
れ
ら
が
大
字
の
す
べ
て
で
は
な
か
ろ
う
が
、
も
し
ζ

れ
ら

し
て
も
漢
字
そ
の
も
の
か
、

ま
た
は
漢
字
の
部
首
に
似
た
も
の
が
少
な
く
な
い
ζ

と
。
そ
れ
と
と
も
に
ま
た
大
字
の
な
か
に
は
、
小
字
と
し
て

も
採
り
入
れ
ら
れ
て
お
日
債
を
附
興
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。
と
の
こ
と
は
迭
刺
ら
が
小
字
を
制
作
す
る
に
あ
た
り
、
す

で
に
あ
っ
た
大
字
の
う
ち
少
な
か
ら
ざ
る
数
を
小
字
と
し
て
も
借
用
し
、

ζ

れ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
音
債
を
付
興
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

し
か
し
、

い
つ
ど
の
よ
う
な
場
合
に
、

大
字
が
小
字
と
し
て
借
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、

ま
だ
明
ら
か
で
な
い
。
首
時
の

契
丹
人
に

は
、
あ
る
い
は
自
明
の
約
束
ご
と
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、

今
日
の
わ
れ
わ
れ
に
は
、

乙
の
ζ

と
が
契
丹
文
字
の
し
く
み
を
理
解
す
る
の

に
い
っ
そ
う
困
難
を
感
じ
さ
せ
て
い
る
。

契
丹
小
字
に
つ
い
て

契
丹
小
字
が
表
音
文
字
で
あ
る
と
と
、
ま
た
若
干
個
の
小
字
を
合
成
し
て
一
語
ぞ
寓
す
乙
と
が
で
き
る
な
ど
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
乙
れ
ま
で
説
明
し
七
と
乙
ろ
か
ら
も
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、

ζ

の
小
字
の
音
債
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る



「
皇
子
表
」
に
皇
弟
の
迭
刺
が
そ
の
聴
敏
さ
を
買
わ
れ
、
太
組
の
命
を
う

と
ら
わ
れ

け
て
ウ
イ
グ
ル
使
節
か
ら
そ
の
言
語

・
書
を
接
習
し
た
の
ち
、

契
丹
小
字
を
制
作
し
た
と
あ
る
の
に
拘
泥
し
て
、
小
字
を
ウ
イ
グ
ル
字
の
ア
ル

か
。
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
従
来
お
お
か
た
の
同
筆
者
は

『
遼
史
』

フ
ァ
ベ
ッ

ト
の
よ
う
に
母
音
字
・
子
音
字
に
分
離
し
て
考
え

を
よ
り
細
分
解
し
、

フ
ァ
ベ
ッ
ト
式
の
単
一
な
母
音

・
子
音
を
あ
て
は
め
よ
う
と
す
る
試
み
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
乙
の
よ
う
な
細
分

そ
の
結
果
小
字
い
わ
ゆ
る
字
母
(
原
字
)

乙
れ
ら
に
ア
ル

解
に
は
無
理
が
あ
り
、
む
し
ろ
契
丹
小
字
は
表
音
文
字
の
女
員
小
字
や
日
本
の
か
な
文
字
な
ど
の
よ
う
に
、
数
基
の
母
音

・
子
音
か
ら
成
る
複

合
音
債
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
は

女
員
文
字
か
ら
の
類
推
で
あ
る
が

な
お
乙
れ
に
つ
い
て
は
次
章

「
女
員
文
字

考
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

契
丹
小
字
の
音
債
を
探
る
上
に
さ
ら
に
一
つ
の
手
が
か
り
に
な
る
の
は
、
契
丹
文
字
を
合
成
す
る
小
字
の
な
か
か
ら
、

名
詞
の
格
を
示
す
助

詞
い
わ
ゆ
る
テ

・
ニ
・
オ
・
ハ
や
、
動
詞
・
助
動
詞
の
控
化
を
一が
す
接
尾
語
な
ど
を
表
わ
す
文
字
を
検
出
す
る
ζ

と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
契
丹
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語
が
ア
ル
タ
イ
語
系
に
属
す
る
言
語
で
あ
る
以
上
、
助
詞
と
接
尾
語
と
は
そ
の
特
色
あ
る
要
素
を
な
す
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
今
後

『慶
陵
』

I
の
附
銭
「
接
尾
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
契
丹
文
字
の
類
別
表
」

ω・
ωを
も
参
照
さ
れ
た
い
。

の
研
究
に
ゆ
づ
る
が
、

女

員

文

字

考

女
暴
文
字
の
作
製

女
員
文
字
に
は
契
丹
文
字
と
同
じ
く
大
字

・
小
字
の
二
種
が
あ
る
。

そ
の
う
ち
大
字
は
、
金
の
太
組
が
天
輔
三
年

(
一
二
九
〉
に
完
顔
希
予
に
命
じ、

契
丹
文
字
の
制
度
に
な
ら
っ
て
作
ら
せ
頒
行
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
第
三
代
田
一
宗
の
天
谷
元
年
(
一

一
一一一
八
)

に
小
字
が
作
ら
れ
、
大
字
と
小
字
と
は
と
も
に
行
用
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た
。

ζ

れ
に
つ
い
て
『
金
史
』
巻
七
三
、
完
顔
希
晋
ノ停
に
は
、

つ
U
C

の
よ
う
に
体
え
る
。

金
人
初
無
文
字
、
園
勢
日
強
、
興
都
圏
交
好
、
遁
用
契
丹
字
。
太
租
命
希
歩
、
撰
本
園
字
、
備
制
度
。
希
ヰ
ア
乃
依
倣
漢
入
植
字
、
因
契
丹
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字
制
度
、
合
本
国
語
、
製
女
直
字
。
天
輔
三
年
八
月
字
書
成
。
太
租
大
悦
、
命
頒
行
之
。

(
中
略
)
其
後
照
宗
亦
製
女
直
字
、

興
希
弔ア
所
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製
字
倶
行
用
。
希
弔
ア
所
撰
、
謂
之
女
直
大
字
、
回
一
宗
所
撰
、
謂
之
小
字

こ
の
一
文
の
大
意
を
と
れ
ば
、

つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

文
字
を
有
し
な
か
っ

た
金
朝
で
は
、
建
国
草
創
の
と
き
は
純
国
と
の
逼
好
文
書
に
契
丹
字
を
借
用
し
て
い
た
が
、

完
顔
希
予
に
園
字

(女
将
(字
)
を
製
作
す
る
よ
う
命
じ
た
。
そ
と
で
希
予
は
(
字
形
を
)
漢
字
の
惜
筈
践
に
倣
い、

契 や
丹が
文 て
字 太
の 組
制5は
度よー
に族
因の

っ
て
女
員
語
に
合
う
よ
う
な
文
字
を
天
輔
三
年
(

二
九
〉
八
月
に
作
り
了
っ
た
。

太
租
は
大
い
に

よ
ろ
ζ

ん
で

乙
の
文
字
を
頒
行

し
た
。
そ
の
後
第
三
代
目
の
照
宗
は
女
員
字
を
製
し
、
さ
き
に
希
事ノ
が
製
作
し
た
文
字
と
併
せ
行
用
さ
せ
た
。
希
事
ノ
の
製
作
し
た
も
の
を

大
字
、
照
宗
の
撰
し
た
も
の
を
小
字
と
い
っ
た
。

な
お
女
員
小
字
に
つ
い
て
は
『
金
史
』
巻
四
、

回
一
宗
本
紀
に
も
天
谷
元
年

(

二

三
八
)
正
月
元
日
に

女
直
小
字
を
頒
布
し、

や
が
て
八
年

を
経
た
皇
統
五
年
(
二
四
五
)
五
月
に

は
じ
め
て
と
の
新
製
小
字
を
大
字
と
と
も
に
行
用
す
る
乙
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

ち
な
み
に

『
金

女
暴
大
字
と
小
字

女
員
文
字
作
製
の
由
来
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
は
女
員
大
字
と
小
字
と
は

ど
の
よ
う
な
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史
』
の
女
直
字
は
女
員
字
の
ζ

と
で
、
直
も
員
も
同
一

音
の
詳
字
で
あ
る
。

文
字
を
ち
す
の
か
。
再
び
「
完
顔
希
ヰ
ア
博
」
に
限
を
う
っ
す
と

〔
希
切
の
作
っ
た
大
{
子
は
〕

字
形
を
漢
字
の
楢
書
瞳
に
倣
い
、

女
員
語
を
潟
す
し
く
み
は
契
丹
文
字
の
制
度
に
因
つ

に
。

と
い
う
よ
う
に
、

女
県
大
字
は
漢
字
の
惜
書
艦
に
似
た
字
形
で
あ
る
乙
と
が
知
ら
れ
る
が
、
具
鐙
的
に
は
こ
れ
以
上
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い

⑩
 

の
が
現
状
で
あ
る
。

女
貝
小
字
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
も
引
用
し
た
よ
う
に

『
金
史
』

照
宗
紀
と
完
顔
希
矛
俸
に
「
照
宗
が
新
女
員
字
(
小
字
)
を
作
り
、

皇
統

五
年
以
後
希
予
の
作
っ
た
醤
女
員
字

(
大
字
)

と
船
内
に
行
用
さ
せ
た
」
と
い
え
ば
、

そ
の
後
は
大
字
と
小
字
と
が
相
併
用
さ
れ
て
女
員
語
を
書

き
お
し
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
乙
の
よ
う
に
い
え
ば
、
い
ち
お
う
判
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
が
、

「
倶
に
行
用
」
す
る
と
は
、
も

っ

と
具
世
的
に
は
大
字
と
小
字
と
を
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
し
て
並
用
し
七
と
い
う
の
か
、
ま
た
は
大
字
と
小
字
と
を
あ
ぜ
合
わ
せ
て
共
用
し
に
と
い



う
の
か
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
そ
乙
で
、
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
現
存
す
る
女
員
文
字
資
料
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
幸
に
し
て
女
員
文

ま
た
文
書
類
に
は
明
代
の
数
種
の
『
女
真
館
諜
語
』

が

現
存
す
る
。

字
に
つ
い
て
は
『
大
金
得
勝
陀
煩
碑
』
を
は
じ
め
少
な
か
ら
ざ
る
金
代
の
金
石
文
や
、

さ
ら
に

『
女
員
舘
詳
語
』
に
も
と
づ
い
て

乙
れ
に
は
字
形
ば
か
り
で
な
く
漢
字
に
よ
る
音
鐸
と
そ
の
封
詳
も
添
え
ら
れ
て
お
り
、

ロ
円
・
当
己

Z
5
0
2
Z
は
務
作

り

5
8
5
n
Z
E仏
ω岳
丘
町
同
仏

R
T
m
g
『
女
員
語
言
文
字
考
』

す
な
わ
ち
女
員
語
・

文
字
の
漢
字
針

い
ち
お
う
知
ら
れ
る
こ
と
は
、
契
丹
文
字
に
く
ら
べ
て
研
究

語
字
典
を
著
わ
し
て
い
る
の
で
、
現
代
音
に
直
し
た
詩
音
と
漢
詩
に
つ
い
て
も
、

つ
い
で
に
女
員
語
・
文
字
に
開
す
る
現
存
の
金
石
資
料
を

つ
ぎ
に
列
壊
す
る
と、

上
多
大
の
使
、
が
あ
る
と
い
え
る
。

(
1〉

大
金
得
勝
陀
頚
碑
(
ζ

の
碑
は
後
述
す
る
よ
う
に
、

金
の
肢
宗
大
定
二
五
年
七
月
の
立
石
で
あ
る
)

(
2〉

泰
和
題
名
残
石
(
一
に
「
奥
屯
良
弼
銭
飲
碑
」
と
も
稽
せ
ら
れ
、
金
の
章
宗
泰
和
六
年
二
月
の
刻
石
で
あ
る
)

(

3

)

 

女
員
進
士
題
名
碑
(
一
に
「
宴
蜜
碑
」
と
も
よ
ば
れ
、

金
の
哀
宗
正
大
元
年
の
刻
石
。
河
南
省
開
封
勝
域
内
の
文
闘
に
現
存
す
る
)

柳
河
牢
裁
山
の
摩
崖
碑
(
遼
寧
省
柳
河
豚
半
裁
山
に
あ
り
、
「大
金
太
組
息
馬
祉
碑
」
と
も
稽
し
、
右
に
漢
字
、
左
に
女
員
字
を
封
刻
し
て
い
る
)

海
龍
楊
樹
林
山
の
摩
崖
碑
(
遼
寧
省
海
龍
豚
〉

高
麗
北
青
城
串
山
の
摩
崖
碑

(朝
鮮
威
鏡
南
道
北
青
郡
俗
厚
面
蒼
城
里
に
存
し
、
稲
葉
岩
土
口
博
士
に
よ
れ
ば
、
元
の
後
至
元
四
年
の
刻
と
い
う
)
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(

4

)

 

(

5

)

 

(

6

)

 

〈

7
)

慶
源
碑
〈
も
と
朝
鮮
威
鏡
北
道
慶
源
郡
東
原
面
禾
未
洞
に
存
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
い
ま
は
韓
園
ソ
ウ
ル
図
立
博
物
館
に
移
さ
る
)

(

8

)

 

永
窓
T

寺
碑
(
明
の
永
幾
十

一
年
九
月
の
建
置
に
し
て
、
も
と
黒
飽
江
口
附
近

吋
可

(特
林
)
に
存
し
た
が
、
い
ま
は
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
の
市
立

博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
と
い
う
〉

な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
碑
文

・
刻
石
の
解
説
に
つ
い
て
は
、
安
馬
璃

一
郎

『
女
良
文
金
石
志
稿
』
(
昭
和
一

八
年
三
月
刊
)
に
詳
し
く
、

ま
た
石
田
幹
之
助

「
女
員
語
研
究
の
新
資
料
」
(
『
桑
原
縛
土
還
婚
記
会
東
洋
史
論
叢
』
所
牧
)
の
註
文
に
も
詳
し
い
解
説
が
み
え
る
。

ち
な
み
に
、
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従
来
こ
れ
ら
の
碑
文
の
ほ
か
に
女
員
文
字
を
刻
し
た
も
の
と
し
て
、
韓
園
ソ
ウ
ル
園
立
博
物
館
牧
臓
の
園
鏡
と
八
面
鏡
と
が
挙
げ
ら
れ
て
き
た

乙
乙
托
は
省
略
す
る
。

が
、
南
面
と
も
そ
の
鏡
背
の
刻
字
は
女
員
字
で
は
な
く
契
丹
文
字
で
あ
る
乙
と
が
明
ら
か
な
の
で
、
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文
書
類
の
筆
頭
に
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、

さ
き
に
紹
介
し
に

『
女
員
館
詩
語
』

と
そ
れ
に
添
付
さ
れ
た
「
来
文
」
と
で
あ
ろ
う
。
乙
れ
に
つ
い

つ
い
て
参
照
さ
れ
た
い
っ
そ
の
ほ
か
女
員
語

・
文
字
の
研
究
に

閲
す
る
も
の
に
は

て
の
解
説
は
前
記
石
田
幹
之
助
「
女
員
語
研
究
の
新
資
料
」
に
詳
し
い
の
で
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
諸
論

・
著
が
あ
る
。

白
鳥
羽
田

稲
葉
石
田
幹
之
助

波
法
燕
太
郎

同同山
下

泰
磁

石
演
純
太
郎

羅

ni~日

同同王

静

安
馬
淵

一
郎

山
路

蹟
明

ζ

れ
ら
の
う
ち
安
馬
氏
の
著
書
は

一
三

0
ペ
ー
ジ
除
の
プ
リ
ン

ト
刷
り
に
す
ぎ
な
い
が
、

『
女
員
語
解
』

庫
吉

「契
丹

・
女
員

・
西
夏
文
字
考
」

(
『
史
同
学
雑
誌
』
九
編
二
腕
〉

亨

「
契
丹
文
字
の
新
資
料
」

〈『
羽
田
博
士
史
翠
論
文
集
』
下
位
官
〉

岩
吉

「北
青
城
串
山
城
女
異
字
摩
屋
考
韓
」

(『青
丘
四
時
宇
叢
』
第
二
腕
)

「
女
員
語
研
究
の
新
資
料」

(
前
掲
出
〉

「女
員
館
衆
文
通
解
」

(
大
阪
東
洋
側
宇
曾
刊

『
亜
細
亜
研
究
』
第
二
放
)

『
金
史
名
僻
解
』

(
昭
和
五
年
、

大
阪
東
洋
皐
倉
時
世
行
)

「女
員
語
の
新
研
究
」

(
『
亜
細
盛
研
究
』
第
一

一
一
鋭
)

「
新
女
直
園
書
碑
に
就
い
て
」

(
『
奉
天
満
鍛
問
書
館
叢
刊
』
第
一
八
冊
〉

「
満
蒙
言
語
の
系
統
」

(
岩
波
講
座
『
東
洋
思
潮
』
)

成

「宴
蓋
金
源
園
書
碑
考
」

(
北
京
大
間
学
『
菌
製
季
刊
』
一
谷
四
扮
)

「
女
員
闘
世
一
国
碑
政
尾
」

(『
園
立
北
卒
岡
書
館
月
刊
』

三
省
四
鋭
〉

「
金
泰
和
題
名
残
石
」

(『
東
北
叢
刊
』
第
一

七
期
民
園
二
十
年
五
月
)

如

「
宴
蓋
女
良
文
字
進
士
題
名
碑
初
韓
」

(『
史
皐
集
刊
』
第
三
期
)

『
女
異
文
金
石
志
稿
」

(
一
九
五
六
年

一
月
刊
〉

(
昭
和
一
八
年
三
月
刊
)

- 24ー

ζ

の
書
に
は

『
大
金
得
勝
陀
煩
碑
』

『宴
蓋
女
員



進
士
題
名
碑
』
を
は
じ
め
、
さ
き
に
列
師
事
し
た
『
泰
和
題
名
残
石
』
以
下
六
碑
石
に
刻
出
さ
れ
た
女
員
文
の
ほ
か

和
龍
豚
出
土
)
、
「
移
改
達
基
河
謀
克
印
」
、
「
某
公
印
」
三
銅
印
の
女
員
字
刻
文
な
ど
を
可
能
な
か
ぎ
り
剣
讃
し
、

克
明
な
詳
解
を
附
し
て
い
る
。

な
か
で
も

『
大
金
得
勝
陀
顔
碑
』

と

『
女
員
進
士
題
名
碑
』

(
宴
墓
園
書
碑
)

と
の
詳
解
は
、

も

っ
と
も
参
考
に
債
す
る
。
な
お
後
者
に
つ

い
て

は
羅
一
拍
成
「
宴
蓋
金
源
園
書
碑
樟
文
」
(『考
古
』
第
五
期
、
民
園
二
五
年
=
一
月
刊
)
お
よ
び
王
静
如

「
宴
蓋
女
員
文
字
進
士
題
名
碑
初
稗
」

(『
史

寸
可
陳
山
某
克
印
」

(間
島

撃
集
刊
』
第
三
期
〉
な
ど
中
園
間
筆
者
の
研
究
も
参
考
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

き
て、

本
筋
に
か
え
っ
て
女
員
字
資
料
の
検
討
に
入
る
と
、

乙
れ
ま
で
女
員
小
字
で
書
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た

『
大
金
得
勝
陀
頚

あ
る
い
は
文
書
類
の

『
女
員
館
詩
語
』
の
女
員
文
を
み
る
と
、

契
丹
文
京
加
や
日
本
文
と
同
様
に
、

表

そ
れ
で
は
女
員
の
表
意
文
字
と
は
?
そ
れ
は
た
と
え
ば
グ
ル

l
ベ

『
女
員
語
言

碑
』
・
『
宴
蓋
女
員
準
土
題
名
碑
』
や
、

意
文
字
と
表
音
文
字
ま
じ
り
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

文
字
考
』
三
四
ペ

ー
ジ

「数
回
門
」
に
み
え
る
数
詞
を
一万
す
三

O
個
の
文
字
と
か
、

部
門
の
な
か
か
ら
そ
の

一
部
を
拾
い
あ
げ
て
も
、

あ
る
い
は
ζ

の
書
の

「
天
文
門
」
・
「
地
理
門
」

以
下
各

- 25一

つ
ぎ
に
列
穆
す
る
よ
う
に

(
女
真
{
子
げ
札
制
到
す
る
漢
字
の
音
誇
)

阿
卜
恰

(漢
字
の
い
み
〉

天

一
能
吉

日

必
阿

月

阿
担

年

担
年

〈
厄
林
)

朱
阿
(
厄
林
)

春

(季
〉

夏
(
季
〉

ト
羅
(
厄
林
)

秋
(
季
〉

385 

禿
厄
(厄
林
)

多
(
季
)
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京

京

園
倫

園

諸
助

東

弗
里

西

番

南

冗
里

オヒ

い
と
ま

な
ど
枚
穆
に
遣
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

ち
な
み
に

乙
乙
で
は
印
刷
の
都
合
上
女
員
字
を
か
か
げ
る
乙
と
を
省
略
し
た
。

つ
ぎ
に
表
音
文
字
に
つ
い
て
は、

ζ

れ
も
グ
ル

l
ベ
本
に
よ
っ
て
検
討
す
る
と
、

母
音
は
現
在
ま
で
に
a
音
に
五
種
の
文
字
、
0

音
に

種

u
音
に
二
種
、
1

音
に
二
種
の
文
字
を
確
認
で
き
る
。
そ
の
ほ
か
、

た
と
え
ば
助
詞
の

ニ
を

己

ov門]
内
相

ま
た
ヲ
を

σ白
"σ目

と
す
る
よ
、コ

- 26 

に
、
満
洲
語
や
蒙
古
語
な
ど
と
同
じ
く
、
硬
(
男
性
)
軟
(
女
性
)
二
様
の
母
音
が
あ
っ
て
女
員
語
も
母
音
調
和
を
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

母
音
に
針
し
子
音
は
、

乙
れ
も
荷

・
蒙
語
と
同
じ
く
字
頭
音

と
し
て
大

漢
字
詳
音
か
ら
だ
け
で
は
正
確
な
検
別
は
困
難
で
あ
る
が
、

文
字
N
と
す
る

(
咋
)
、
K
、
G
、
H
、
B

(
P
)
、
S
、
泊
、
T

(
D
)
、

L
、

M
、
目、

J
、
Y
、

F
、
W
が
知
ら
れ
る
。

ζ

れ
ら
の
子
音
は、

契
丹
小
字
や
、
か
な
文
字
に
似
て
複
合
音
債
、
す
な
わ
ち
一

字
に

4
・日
十
己
目・

ま
た
は

ヨ
ザバ

十
4
・N
4

あ
る
い
は

e
e
 

そ
と
で
女
員
の
表
意
文
字
と
表
音
文
字
と
が
巧
み
に

交
じ
り

合

R 

'』
J

』

ノ
、

千
4

中

i
l、
斗4

時
+
司
略
+
」市
部
な
ど
の
よ
う
に
複
数
の
子

・
母
を
ふ
く
む
も
の
で
あ
る
。

っ
て
女
員
語
を
寓
し
て
い
る
二

・
三
の
文
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

「
来
年
」
を
女
員
字
で
南
仔
称
と
書
く
が
、
ム
同
仔
は
表
音
文
字
で
、
的
温
と
漢
字
音
詳
し、

そ
の
い
み
は
動
詞
「
来
る
」
で
あ
り
、
称

(
阿
担
)
は
前
表
に
あ
げ
た
よ
う
に

「
年
」
の
表
意
文
字
で
あ
る
。

つ
ま
り
表
音
文
字
と
表
意
文
字
と
を
組
み
合
わ
せ
て
「
来
年
」
の
語
を
作

る
(2) 

つ
い
た
ち

「
朔
」
を
女
員
字
で
す
、
日
ハ
一
車

一能士口〉

と
幸
一回
く
が
、
4
1

(

一
車
士
口
)

は
表
音
文
字
で

「新
し
い
」

あ
た
ら

「
鮮
し」

の
意
、

、日
(
一
能
士口)



は
「
日
」
の
表
意
文
字
で
あ
る
か
ら
、
雨
字
を
つ
な
い
で
「
新
し
い
日
」

す
な
わ
ち
朔
(
月
の
は
じ
め
)
と
す
る
。

(①

・②
の
文
例
は

『女
真
舘

謬

(3)吉
あ
る

宝東j策
釜lζ!孟

露巡{帯
陀狩j羊
頒 す)穴
碑る l右

、百集

は
表
音

文
字

孟
は
表
音
文
字
で

助
詞
を
あ
ら
わ
し
、

希
美
右
は
表
音
文
字
で
、

巡
狩
す
る
、

巡
察
す
る
で

こ
う
し
て
み
る
と
助
詞
、
形
容
詞
、
助
動
詞
な
ど
は

い
ず
れ
も
表
音
文
字
で
あ
る
乙
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
で
は
女
員
の
表
意
文
字

・
表
音

文
字
と
女
員
大
字

・
小
字
と
の
相
関
関
係
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
、
き
で
あ
ろ
う
か
。
乙
れ
に
つ
い
て
も
契
丹
文
字
に
お
け
る
大
字
H
表
意
文

字

・
小
字
H
表
音
文
字
の
閲
係
を
媒
介
に
し
て
考
え
る
と
、
女
員
文
字
で
も
表
意
文
字
を
大
字
、
表
音
文
字
を
小
字
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い

か
と
い
う
推
測
が
成
り
立
つ
。
乙
の
推
測
を
さ
ら
に
進
め
る
と

乙
れ
ま
で
多
く
の
人
び
と
に
よ
っ
て
女
員
小
字
だ
け
で
書
か
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
て
き
た
『
大
金
得
勝
陀
煩
碑
』
を
は
じ
め
と
す
る
諸
碑
文

・
諸
印
文
、

じ
り
の
も
の
で
あ
り
、
従
来
不
明
の
た
め

「
ま
ぼ
ろ
し
の
文
字
」

あ
る
い
は

『女
員
館
詩
語
』
な
ど
の
女
員
文
は
、
大
字
と
小
字
ま

と
さ
れ
た
女
員
大
字
は
、
買
は
表
意
の
女
員
文
字
で
あ
る
乙
と
が
知
ら
れ

か
な
文
字
の
よ
う
に
一
字
づ
っ
分
離
し
て
、
上
か
ら
下
に
連
ね
、
行
は
右
か
ら
左

へ

- 27一

る
。
な
お
女
員
文
で
は
小
字
は
合
成
文
字
と
し
な
い
で
、

乙
の
小
字
を
組
み
合
わ
せ
て
合
成
文
字
を
作
ら
な
い
黙
は
、
契
丹
小
字
と
い
ち
じ
る
し
く
異
る
と
ζ

ろ
で
あ
る
。
女
員
大
字

・
小

字
を
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
さ
き
に
疑
問
と
し
て
お
い
た

『
金
史
』
照
宗
本
紀
に
い
う
「
女
員
大
字
と
小
字
と
を
倶
に
行
用
し
た
」
と
は
、

日
本
文
の
漢
字
と
か
な
と
の
ま
じ
り
文
の
よ
う
に
、
女
員
語
を
潟
す
の
に
大
字
と
小
字
を
ま
ぜ
あ
わ
せ
、
倶
に
補
い
つ
つ
行
用
し
た
と
の
意
で

と
列
べ
る
。

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

註①
女
異
文
字
に
つ
い
て
は
本
論
文
「
女
異
文
字
考
」
の
肱
慨
を
参
照
さ
れ
た

ぃ
。
西
夏
文
字
に
つ
い
て
は
、
西
国
龍
雄
『
商
夏
語
の
研
究
』
上
・
下
、

『
西
夏
文
字
』
(
紀
伊
国
屋
新
書
〉
な
ど
参
照。

パ
ス
パ
文
字
に
つ
い
て
は

村
田
治
郎
編
『
居
庸
閥
』

I
(
一
九
五
七
年
〉
、
お
よ
び

Z-z・
3
3
0・

吋
宮
玄
S
m
o
-
-
S
F
A
S
C
E
S
2

5

Z
Z四
回
・

3
ω
円
『

F
U
7
5勾・

な
ど
参
照
さ
れ
た
い
。
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②
ケ
ル
ゲ
イ
ン
師
は
中
段
を
道
宗
俊
と
推
定
し
て
い
る
が
、
す
で
に
拙
者

『
俊
陵』

l
、
第
七
章
「
三
段
の
比
定
」
の
項
で
考
直
し
た
よ
う
に
、

質

は
中
段
は
興
宗
陵
で
、
道
宗
陵
は

西
陵
に
比
定
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
。

③

皮
陵
の
↑及
川
砕
石
山
土
の
欣
況
や
砕
石
が
一政
徳
(
熱
川
)
に
搬
出
さ
れ、

さ
ら
に
年
六
(
刈
同
)
に
運
び
去
ら
れ
る
ま
で
の
い
き
さ
つ

に
つ
い
て
は
、

『
旋
陵
』

l
、
第
六
章
第

一
節
「
背広
川
碑
石
の
出
土
」
の
係
に
詳
説
し
て

お
い
た
。

④
紘
一
耐
成
「
梨
丹
国
』
一及
刑
制
伸
文
考
詮
」
(『
辺
陽
石
刻
集
録
』

忽
凹
所

牧
)
、
王
師
如

「泣
泊
t

」
ポ
及
主
必
皇
后
契
丹
凶
字
ぷ
冊
初
剛伴
」
(
「
中
央
研

允

U
M
m山弔
問
一-M
年
川
」
第
三
本
四
分
、
一
九
三
三
年
)
、

同
「
契
丹
図
字

再
樫
」
(
向
上
等
第
五
本
四
分
、
一

九
三
五
年
)
。

③

契
丹
文
字
の
小
字

(字
母
あ
る
い
は
原
字
)
の
数
に
つ
い
て
は
諸
説
が

あ
っ
て
、
い
ま
の
と
こ
ろ
定
か
で
な
い
。
た
と
え
ば
、
村
山
七
郎

「
契
丹

文
字
解
説
の
方
法
」
(
『
二
一
一
口語
研
究
』
一

七

・
一
八
腕
、

一
九
五
一
〉
に
は

二
二

O
闘
を
か
ぞ
え
る
。
ま
に
長
問
夏川
削
「
契
丹
文
字
解
説
の
可
能
性
」

(『
刷
戸
外
大
論
叢
』
二
ノ

四
、

一
九
五

ご

に
は
三
二
七
個
を
あ
げ
る

が
、
と
の
な
か
に
は
書
憾
の
相
違
に
よ
っ
て
や
や
字
形
を
異
に
す
る
も
の

の
、
同

一
字
母
と
み
な
し
う
る
も
の
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
、

質

際
は
三
二
七
何
よ
り
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
。

⑥

加
仲
恭
の
製
丹
字
墓
誌
銘
に
つ
い
て
は

『
考
古
』

一
九
七
三
年
五
期
に

鄭
紹
宗

「
興
隆
燃
梓
木
林
子
設
現
的
契
丹
文
墓
志
銘
」
、
王
静
如

「
興
隆

出
土
金
代
契
丹
文
墓
志
銘
解
」
の
二
論
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

⑦

大

定

二

十
年
、
上
(
世
宗〉

日
、
契
丹
文
字
年
遠
、
観
其
所
撰
詩
、
義

理
一
成
徴
、
向
山
女
直
{子
創
製
日
近
、
義
理
未
如
漢
字
深
奥
(『
金
史
』谷
五

一

「
選
翠
志
」
策
論
進
土
の
係)。

③
孟
森
「
遼
碑
九
種
政
尾
」
(
『
園
翠
季
刊
』
第
三
谷
三
鋭
、

一
九一一一
一一
)、

府
内
ル
燈

「熱
河
契
丹
図
書
問
考
」

(『
園間
宇
季
刊
』
第
三
谷
四
腕
、
一
九
一一一

二
Y
m紘
一服
成

「
遼
宣
泌
皇
后
亥
冊
稗
文
」

『
満
洲
町
ω
報
』
第
二
、

一
九
三

三
)
、
王
静
如

「
迷
迫
宗
及
宣
必
皇
后
契
丹
国
字
哀
冊
初
稗
」
(
中
央
研
究

院
『
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
第
三
本
四
分
、一

九
一一一一二
)
』
3
・
玄
C
Z
M
0
・

2
「

何
回

ω内ザ
ロユ
ロ
耳目

ι何
一

η
E同

ι
2
F
O
E
u
J
吋
w

口
主
再

h
』
U
白

AY

〈
o
--

〉
ハ
)
〈
〉
ハ
・

Z
。・

HIN-sa・
金
統
紋
編
『
遼
陵
石
刻
集
録
』
上

・
下

(奉
天

阿
告
白
刊
、

一
九
三
四
)
。
ホ
書
の
下
山
第
四
谷
に
は
縫
編
成
に
よ
る
興

宗

・
仁川流
皇
后

・
道
宗

・
宣
路
皇
后
の
各
契
丹
字
表
叩
文
の
稗
文
お
よ
び

同
氏
の
道
宗

・
宣
泌
皇
后
図
書
(
契
丹
文
)
哀
冊
考
が
、
ま
に
第
五
容
に

は
従
来
知
ら
れ
て
い
る
契
丹
字
閥
係
資
料
に
つ
い
て
の
緯
文
も
附
故
さ
れ

て
い
る
。
本
書
は
戦
前
に
お
け
る
契
丹
文
字
閥
係
資
料
の
集
成
で
あ
る
。

王
静
如

「
契
丹
国
字
再
殺
」
(
中
央
研
究
院
『
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』

第
五
木
四
分
、
一
九
三
五
)
、
半
免
絃
「
契
丹
文
京
怖
に
つ

い
て
」(『
青

丘
町
学
叢
』
二
八
鋭
、
一

九
三
七
)
、
田
村
賢
造
「
速
の
言
語
及
び
文
字
」

(
『
東
洋
歴
史
大
餅
典
』

谷
八
、

一
九
三
七
)
、
田
村
賞
造

「
遼
朝
帝
后
の

哀
附
と
出
血
陵
」(『
満
洲
印
字
報
』
第
七
、

一
九
四
一
)
。

以
上
は
戦
前
一

九
四
五
年
ζ

ろ
ま
で
の
契
丹
文
字
に
閲
す
る
主
要
な
論

者
で
あ
る
が
、
戦
後
す
な
わ
ち

一
九
四
五
年
以
後
、
梨
丹
文
字
解
説
へ

の

諮問
学
者
の
閥
心
は
、
い
っ
そ
う
高
ま
り
、
か
つ
研
究
の
進
展
も
み
ら
れ
る

が
、
乙
れ
に
つ
い
て
は
「
契
丹
文
字
解
読
へ
の
試
み
」
の
本
文
に
詳
説
す

る
と
と
に
し
て
、
本
註
で
は
参
考
の
た
め
臨戦
後
に
お
け
る
研
究
論
文
を
か

- 28一
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か
げ
る
に
と
ど
め
た
い
。

3
E聞
の

ru・ω広
口
問
ハ
官
同
家
昇
γ

」
z
p
f
g
ω
円円一三・
3

h
q
s、3
h
H
N

色
、
，

H
F
内
与
さ
ミ
九
円
白
一
詰
。
ミ
ミ
ミ
白
』
句
口
三
時
H
u
r
〈
O
F
由∞・

2
。・Y

HE∞・

Fユ
〉
-

d

司王
ao--E的
見
色
『
見
。
¥
ハ
U

宣
言
師
h
h叫
色
町

HhH--
h
R
P

H

由
怠
司
・
司
-
M
品
。
!
日
間
ω・
羅
繭
顕
「
契
丹
図
書
管
窺
」
(『
燕
京
製
報
』
一
一
一

七
期
一
九
四
九
円
村
山
七
郎
「
契
丹
字
解
讃
の
方
法
」
、
山
路
庭
明
『
契
丹

語
の
研
究
』
第
一
緒
、
第
二
輯
(
一
九
五
一
〉
、
長
田
夏
樹
「
契
丹
文
字

解
識
の
可
能
性
」
、
田
村
賞
造
・
小
林
行
雄
「
慶
陵
』

I
、
第
六
章
第
四

節
「
契
丹
文
字
の
友
情
」
(
一
九
五
三
年
刊
)。
『
慶
陵
』
で
は
道
宗
皇
帝
・

宣
抽
出
皇
后
の
契
丹
文
哀
怖
と
興
宗
皇
帝
・
仁
機
皇
后
の
契
丹
文
哀
冊
(
筆

骨
局
さ
れ
た
も
の
)
と
を
根
本
資
料
と
し
て
言
語
躍
的
方
法
に
も
と
づ
き
、

契
丹
文
字
の
字
母
、
そ
の
合
成
法
、
字
母
の
音
債
の
推
定
お
よ
び
接
尾
語

の
類
別
表
を
別
表

ωω
と
し
て
添
付
し
、
契
丹
文
字
解
讃
へ
の
模
索
を
試

み
て
お
い
た
。
盤
回
五
郎
「
契
丹
隷
字
考
」
(
東
洋
同
学
報
四
六
ノ
一
)

愛
宕
松
男

「
契
丹
町
内
一
円
台
文
字
の
解
設
に
つ
い
て
」

(
『
東
北
大
摩
文

皐
部
研
究
年
報
』
第
七
腕
、
一
九
五
六
年
)
、
属
鼎
経
「
義
際
出
土
契
丹

文
墓
志
銘
考
稼
」
〈
『
考
古
謬
報
』
一
九
五
四
年
第
八
冊
)
、
閤
高
章
「
錦

西
西
孤
山
前
土
契
丹
文
墓
志
研
究
」
(
『
考
古
田
学
報
』
一
九
五
七
年
二
期
)
、

鄭
紹
宗
「
興
隆
鯨
梓
木
林
子
設
現
的
契
丹
文
墓
志
銘
」
(
『
考
古
』
一
九
七

三
年
二
期
〉
、
王
静
如
「
興
隆
出
土
金
代
契
丹
文
墓
志
銘
解
」
(
『
考
古
』

同
右
〉
、
陳
述
「
政
吉
林
大
安
出
土
契
丹
文
鍋
鋭
」
(
『
文
物
』
一
九
七
三

年
八
期
〉
、
鄭
紹
宗
「
承
徳
護
現
的
契
丹
符
牌
」
(
『
文
物
』
一
九
七
四
年

一O
期)。

⑤
鄭
紹
宗
「
承
徳
褒
現
的
契
丹
符
牌
」
(
『
文
物
』
一
九
七
四
年
一

O
貌
所

枚
)
に
よ
れ
ば
、

一
九
七
二
年
冬
河
北
省
承
徳
鯨
八
家
公
社
・
深
水
河
村

か
ら
設
見
さ
れ
た
金
・
銀
符
牌
各

一
面
の
表
面
K
は
同
じ
契
丹
文
字
が
そ

れ
ぞ
れ
三
字
ず
つ
刻
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
第
一
字
目
の
主
字
は
漢
字

の
教
に
相
賞
す
る
と
い
う

(
6
園
〉
。
乙
れ
に
つ
い
て

連
想
さ
れ
る
の
は

6 
図

山内川
比
丸
山
ト

4
凡

'ト

川押川
U
h
i
Lη

し
品
次
定
取
乞
小
、
j
eに
一

え
込
山
川
印
刷
貯
水
炉

hcmγ
川
北
作
パ
い
や
作
昨
日
刊
に
ehuf
一

定
略

目

¥
l
l
川
11
1
J
Il
l
-
9
/

一

「

U
J
v
j川
)

一

r

¥

R

f

l

t

』

一

‘ 

¥ 'ï~ k 

『
燕
北
録
』

に
み

え
る
契
丹
大
字

(救

・
走

・
馬
)
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中
園
・
河
北
省、
承

徳
護
見
の
契
丹
符

牌
、
第

一
字
目
は

救
字
(『文
物
』

一

九
七
四
年一
O
月
)

成
吉
恩
汗
聖
旨
牌

の
一表
面
の
契
丹
大

字
(
走
・

馬
)

『燕
北
録
』
に
枚
め
ら
れ
た
契
丹
の
「
長
牌
式
L

(

6

聞
)
に
み
え
る
契

丹
大
字

「敷

・
走
・
馬
」
の
第
一
字
「
救
」
字
と
主
字
と
は
相
感
じ
る
文
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字
で
あ
り
、
ま
に
同
じ
6
岡
の
左
端
の
「
成
吉
田
心
皇
帝
聖
旨
牌
」
裏
面
の

契
丹
大
字

「
走
・
馬
」
は
『
燕
北
銭
』
の
第
二
字
と
第
三
字
と
に
相
臨
じ

る
文
字
と
す
れ
ば
、

『十
Mm
北
録
』
の
も
の
の
字
形
が
い
か
に
山
別
れ
て
い
る

か
が
判
る
で
あ
ろ
う
。

⑫
か
つ
て
白
鳥
庫
吉
博
士
は
「
契
丹
女
同
県
西
夏
文
字
考
」
(
『
史
与
雑
誌
』

第
九
編
所
枚
)
に

「大
金
自
主
弟
都
統
郎
君
行
記
」
の
刻
字
を
女
同
(
大
字
と

断
定
し
、
桑
原
附
政
博
士
も
同
意
見
で
あ
る
が
、
今
日
で
は
こ
れ
は
契
丹

文
字
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

ま
た
石
凹
幹
之
助
博
士
は
、
哲
朝
鮮
総
お
府
博
物
飴

(現
幹
図
ソ
ウ
ル

園
立
博
物
館
)
枚
臓
の
「
高
臨
八
角
鋭
」
背
面
の
興
関
四
文
字
を
女
民
大

字
と
推
定
し
て
い
る
が
(『
史
皐
雑
誌
』
第
五
三
編
第
七
脱
会
報
)、
こ
れ

も
契
丹
文
字
で
あ
る
ζ

と
は
疑
い
な
い
。

四

度
び

『
大
金
得
勝
陀
煩
叫
』
女
員
文
の
解
読
に
つ
い
て

『
大
金
得
勝
陀
鎖
糾
』
の
所
在
や
位
裁
、
ま
に
そ
の
叫
面
漢
文
の
内
容
に
闘
す
る
解
説

・
考
読
お
よ
び
叫
陰
の
女
民
文
の
解
出
な
ど
に
つ
い

て
、
か
つ
て
昭
和
一
二
年
六
月
J
八
月
刊
の

『
東
洋
史
研
究
』
第
二
を
五
・六
披
誌
上
に

「
大
金
得
勝
陀
碩
碑
の
研
究
」
と
題
し
て
設
表
し
に
。

- 30ー

そ
の
後
同
じ
題
名
の
下
に

『
中
園
征
服
王
朝
の
研
究
』
中
巻
の
研
究
篇
第
二

に
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
の
内
容
で
牧
め
た
が
、
た
に
叫
陰
の
女

民
文
に
関
し
て
は
、
文
字
の
陪
減
が
甚
し
い
ζ

と
や
女
員
語
に
閲
す
る
知
識
が
不
充
分
で
あ
っ
た
た
め
不
本
意
な
貼
が
多
か
っ
た
の
で
、
本
稿

で
は
そ
の
後
の
知
見
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
三
度
び
こ
の
叫
の
女
員
文
の
解
請
を
試
み
る
乙
と
に
し
七
(
図
版
二
参
照
)
。

除
服
城
の
東
北
約
二
ハ

O
華
里
|
|
の
石
碑
歳
子
部
落
に
現
存
す
る
。

は
じ
め
に
、
乙
の
叫
の
所
在
と
臨
裁
に
つ

い
て
く
り
返
し
紹
介
す
る
と
、
「
大
金
得
勝
陀
煩
碑
」
は
中
園
東
北
地
匿
の
吉
林
省
扶
除
服
下
||
扶

ζ

の
地
は
蛙
林
河
の
西
岸
に
位
置
し
、
金
朝
の
太
組
阿
骨
打
が
法
軍
と

五
)
に
東
北
を
巡
幸
し
た
と
き
乙
の
地
を
訪
ね、

戦
う
に
め
翠
兵
し
て
階
下
の
将
土
に
論
告
し
誓
約
を
あ
た
え
に
場
所
で
あ
る
。
そ
の
後
第
五
代
の
世
宗

(
太
租
の
孫
)
は
大
定
二
五
年

(一

一八

組
宗
の
戦
勝
を
記
念
し
て
こ
の
碑
を
立
て
た
と
い
う

o
m面
に
は
漢
字
を
、
叫
陰
に
は
女
員

文
字
を
も
っ
て
、

巾
は
約
一
メ

ー
ト
ル
、

両
国
の
漢
字

そ
の
立
石
の
由
来
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

碑
石
の
全
長
は
約
二

・
四

0
メ
ー
ト

ル、

い
ま
は
セ
メ
ン
ト
で
上
下
を
接
合
し
て
い
る
。
象
額
の

そ
の
上
に
碑
身
は
両
断
し
た
ら
し
く
、

-
女
民
文
字
と
も
に
磨
滅

・
損
傷
が
び
ど
く
、



表
面
に
は
L

漢
字
で
大
金
得
勝
陀
頭
の
六
字
が
二
行
に
、

そ
の
背
面
に
は
一
二
字
の
女
異
文
字
が
三
行
に
刻
出
さ
れ
て
い
る
。

碑
身
表
面
の
漢
文
は
、
冒
頭
第

一
行
の

「大
金
得
勝
陀
頭
」
の
題
銘
に

つ
づ
い
て
本
文
の
撰
者
、

筆
者
、
家
額
の
筆
者
三
人
の
官
職

・
姓
名

が
三
行
に
は
、
第
四
行
目
か
ら
は
序
二
ハ
行
、
頚
九
行
、
最
終
行
は
立
石
の
年
時
を
附
し
、
計
=
二

行
か
ら
成
る
。

ま
た
碑
陰
の
女
員
文
の
音
声

式
は
、
碑
面
の
漢
文
と
同
じ
く
第
四
行
以
下
の
本
文
は
序
一
七
行
、
頭

一一

行
の
ほ
か
最
終
行
に
立
石
の
年
時
を
刻
し
て
計
三
三
行
を
か
ぞ
え

る
。
碑
面
の
漢
文
と
碑
陰
の
女
員
文
と
の
内
容
は
、

お
そ
ら
く
ま
づ
漢
文
が
撰
せ
ら
れ
て
の
ち
、

ほ
ぼ
同
義
で
あ
る
貼
か
ら
す
る
と
、

乙
れ
を

女
員
文
に
ほ
ん
詳
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
乙
で
本
章
で
は
碑
陰
の
女
員
文
に
つ
い
て
、

さ
き
に
疑
問
や
不
明
の
ま
ま
に
留
め
て
お
い
た
数
個

所
を
改
め
て
補
訂
す
る
ζ

と
に
し
た
。
な
お
今
回
の
改
訂
に
あ
に
つ
て
は
、
安
馬
調
一
郎

『
女
員
文
金
石
志
稿
』
に
牧
め
ら
れ
た
「
大
金
得
勝

陀
煩
碑
」
の
解
説
に
負
う
と
と
ろ
が
あ
っ
た
こ
と
を
d

記
し
て
、

故
人
の
霊
に
感
謝
の
意
を
捧
げ
る
次
第
で
あ
る。

391 
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備

者
J 

〔
題
額
及
び

I〕

① 

安
春
温

い
え
ば
、
安
春
温
(
あ
る
い
は
安
出
・
按
春
)
は
、

女
員
語
『
金
』
を
い
う
。
ト
ル
コ
語
で
金
を
丘
苫
ロ
(
突
廠
碑
文
に
よ
れ
ば
古
代
ト
ル
コ
語
も
同
様
で
あ
る
)
、
蒙
古
語
で
巳
区
ロ
と

お
そ
ら
く
乙
の
丘
Z
P
巳
g
ロ
の
靴
つ
に
巳
m
zロ
を
寓
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
と
ろ
が

『
金
史
』
巻
二
四
、
地
理
志
の
序
に

園
言
金
田
按
出
虎
、
以
按
出
虎
水
源
於
此
、
故
名
金
源
、

建
園
之
競
蓋
取
諸
此

と
て
女
員
語
で
は
金
を
按
出
虎
と
い
い
、
金
朝
の
園
競
は
寅
に
按
出
虎
水
に
由
来
す
と
い
う
。

按
出
虎
水
は
一
に
、
阿
注
一節
(
完
顔
婆
室
紳
道
碑
)
阿
鯛
胡

・
阿
h

一ル
火
(
三
期
北
盟
曾
編
)
阿
之
古
(
高
麗
史
)
阿
勤
楚
略
(
吉
林
外
記
)
と
か
、

-44ー

ま
た

『
金
史
』

に
は
阿
北
詰

・
按
出
掛町
・
安
北
虎

・
案
出
獄
な
ど
と
も
4

脅
か
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
包
含
ロ
+
r0・
E
(官
-
m
o
)

を
寓
し

た
も
の
と
み
る
べ
く
、
虎
・
爵

・
胡

・
火
・
古

・
略
は
岳
5
5
E〈
巾
印
巳

B
H
の

r
o
-
-
S
(官
-
m
O
)

に
あ
た
る
。
し
た
が

っ
て

「按
出
虎
」

は
巌
密
に
は
「
金
色
を
帯
び
た
る
」

「
金
色
が
か
っ
た
」

の
意
で
あ
ろ
う
。

張
様
の
『
金
虜
節
要
』
(『
建
炎
以
来
繋
年
要
録
』
谷
一

所
引
)
に

よ
れ
ば以

本
土
愛
新
(
阿
総
阻
〉
震
園
続
、
愛
新
女
員
語
金
也
、
以
其
水
生
金
市
名
之
、
猶
遼
以
遠
水
名
園
也

と
て
、
按
出
虎
水
に
金
を
産
し
た
た
め
に
、

か
く
名
づ
け
た
と
い
う
。

ち
な
み
に
、

乙
れ
は
お
そ
ら
く
満
洲
語
で
金
を
い
み
す
る

3
2ロ
の
音
詳
で
あ
ろ
う
。

。g
E〈
5
(一
一
格
)
を
示
す
助
詞
で
、
前
に
く
る
名
詞
の
語
尾
が
ロ
で
移
る
と
き
に
用
い
ら
れ
、
そ
の
他
で
終
る
と
き
は
「
以
」
と

乙
の
河
は
現
在
は
阿
什
河
と
よ
ば
れ
て
い
る
が
、

② 

約:
な
る
。

③ 

忽
土
鎧
基
盤

『
金
史
』
地
理
士
山
、
上
京
路
曾
寧
府
の
僚
に



有
得
勝
陀
、
園
言
忽
土
随
嘉
蟹
、
太
組
誓
師
之
地
也

と
あ
る
。
従
来
乙
れ
に
つ
い
て
は
異
説
多
く
、
乾
隆
の
『
欽
定
金
史
語
解
』
(
倉
一
一
一
)
に
は
満
州
語
、

1
京
)
の
義
と
い
い
、
『
吉
林
外
記
』
(
昌
也
九
〉

は
満
洲
語
、

額
勅
赫

(o-roH
安
き
)
格
制
定
。
ョロロ

額
特
赫

(oz
r
oH
勝
ち
た
る
)
喝
珊
(
岡
弘
E
H
村
)
、
『
吉
林
通
志
』
(省
二

O
〉
は
額

特
赫
格
納
、
『
東
三
省
輿
地
圃
説
』
に
は
額
特
勝
哨
珊
と
い
う
。
松
井
等
氏
は
、
「
忽
土
鎧」

は
満
洲
語
巾
Z
S
E
(勝
つ
〉
の
過
去
形
立
巾

Z
、

「葺
蟹
」
は

m
q同
日
ロ
ロ

(
緯
姑
〉
に
あ
た
る
語
で
あ
る
と
い
う
(
『
満
洲
歴
史
地
理
』
第
二
、

一
七
二
頁
)。
と
乙
ろ
が
、
い
ま
女
員
字
を
み
る
と
、

忽
土
に
あ
た
る
文
字
は
「
勝
つ
」
を
示
す
女
員
字
「
厄
式
昧
」

と
は
全
く
異
る
の
で
、

そ
の
い
み
は
他
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

女
員
語
で
コ
帽
」
を
「
忽
禿
見
」

(
グ
ル
l
ベ
)
、
「
忽
禿
カ
」

〔阿
波
本
・
静
嘉
堂
本
)
、
満
洲
語
で

r
z
Zユ
と
い
う
e

終
り
の
円
あ
る
い
は

ユ
は

E
R
H
と
み
る
べ
く
(
出
村
良
一
「
満
洲
語
及
び
通
古
斯
一訪問
に
於
け
る
動
詞
柏
崎
化
の
接
尾
語
に
就
い
て
」
『
東
洋
撃
報
』
第
一
八
谷
第
三
腕
〉
、
ま
た

E
3
5
P
も
の
-
広
島
を
女
員
語
の

FEE-
満
洲
語
の
r
c
Z巳
と
い
え
ば
(
〉
師
向
同
句
。
守
岡

-oE司
-
N
U
ω

〉、
そ
の
語
根
は
「
忽
禿
」
に
し
て
、

ζ

れ
は
ト
ル
コ
語

A
E
H仏
2
2
c
nr
完
白
色
。
戸
〈
2
2
n
r
巳ロ
g
t弓

0
5?

『
金
史
園
語
解
』
に
も
興
レ
人
同
受
レ
一幅
臼
ニ
忽
都
一
と
い
う
。

r
z
n
r
g
ι
2
吋口『
r'uz-0
2
0
口
・ヲ

S
G)
に
淵
源
を
求
め
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
ζ

の
ρ
巳

は

O
叶

rro口
碑
文
や

ω
-
5・5
口
碑
文
や

- 45ー

C
F
1
5
語
諸
文
献
に
も
し
ば
し
ば
み
え
る
。

し
た
が
っ
て
「
忽
土
鎧
」

は
む
し
ろ
ζ

れ
に
縁
故
を
有
す
る
も
の
と
み
る
べ
く
、

円山口丹
十
}内白

コ
幅
あ
る
」
、

コ
帽
を
得
た
る
」
の
義
に
し
て
、

}
内
包
の
』
は
出
村
良
一
氏
も
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
(
前
掲
論
文
〉
満
洲
語
の
古
形
と
し
て
の
女

員
語
に
保
存
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
「
葛
鐙
」
(宮
ヨ
2
0同
r
z
g
ω
)
は
、
得
勝
陀
の
陀
に

「
険
悪
な
る
通
路
、

崖
際
」
な
ど

の
意
が
あ
る
ζ

と
か
ら
推
し
て
、
満
洲
語

E
B
S
F
(隆
口
、
閥
口
〉
と
同
義
で
は
あ
る
ま
い
か
。

以
上
に
よ
っ
て
、
忽
土
艦
基
盤
は

コ
帽
を
得
た
る
の
閥
陸
」
、
「
吉
祥
あ
る
関
口
」
の
意
と
み
る
べ
く
、
乙
れ
を
碑
面
漢
文
の
第
一
二
行
「
太

租
目
、
此
殆
吉
祥
、
天
地
協
臆
、
吾
軍
勝
敵
之
験
也
、
(中
略
〉

若
大
事
克
成
、

復
曾
於
此
、
嘗
酔
而
名
之
、

後
以
是
名
賜
其
地
」

と
あ
る

に
照
す
る
と
き
は
、
け
だ
し
思
い
な
か
ば
に
、
過
ぎ
る
も
の
が
あ
ろ
う
。
そ
と
で
得
勝
陀
と
は
女
員
語
「
忽
土
瞳
基
盤
」
の
意
誇
で
あ
ろ
う。

ち
な
み
に
、
本
碑
文
を
、通
じ
て
推
測
し
た
と
ζ

ろ
に
よ
れ
ば
、
車
に
乙
の
語
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
女
員
語
ー
ー
し
た
が
っ
て
満
洲
語
に

405 
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劃
し
で
も
同
様
に
い
え
よ
う
が
1

1

の
中
に
は
ト
ル
コ
語

・
蒙
古
語

に
系
統
を
引
く
も
の
が
か
な
り
多
く
あ
る
乙
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ

ヲ。。
④ 

女
員
語
で
は
石
を
、

「斡
黒
」
と
い
い
、
満
洲
語
で
は
当
巾

Z
で
あ
る
。

た
る
も
の
と
考
え
た
い
。

斡
温

と
れ
か
ら
推
し
て

「
斡
温
」
は
碑
面
漢
文
の
煩
碑
に
あ

な
お
以
下
に
引
用
す
る
『
華
夷
詳
語
』
は
主
と
し
て
グ

ル
l
ベ
本
当
・

0
2
Z・
ロ
芯

ω匂
g
n
y
m
cロ門日

ωロ
r
H
5
含
円
』
c
m
g
-
(戸
何
回
百
四

同∞由由
〉
に
よ
っ
た
。

ま
た
東
洋
文
庫

・
静
嘉
堂
文
庫
・
徳
島
市
阿
波
園
文
庫
臓
の
女
員
館
-
詩
語
は
そ
れ
ぞ
れ
東
洋
文
庫
本

・
静
嘉
堂
本

・
阿

波
園
文
庫
本
と
略
構
す
る
乙
と
と
し
た
。

こ
と
に
い
う

静
嘉
堂
文
庫
本
と
は
石
田
幹
之
尉
氏
が
設
表
さ
れ
た

「
女
員
語
研
究
の
新
資
料
」

(
『
桑
原
博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
策
』
所
収〉

中
の
女
員
語
棄
を
さ
し、

阿
波
園
文
庫
本
と
は
外
山
軍
治
博
士
が
同
文
庫
本
に
よ
っ
て
手
紗
し
に

も
の
の
ζ

と
で
あ
る
。

、
る
。
乙
の
三
行
は
そ
れ
ぞ
れ
撰
文
・

書
丹

・
築
額
を
も
の
し
た
人
び
と
の
官
街
を
記
し
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
が
、

の
「
寒
里
因
」
は
、
翰
林
の
音
諜
か
と
思
わ
れ
る
が
、
[
別
〕
行
に
み
え
る
「
監
林
」
と
は
女
員
字
も
漢
字
の
詩
字
も
異
る
乙

い
ず
れ
も
明
断
を
敏
い
て

- 46ー

〔

E〕
〔

皿

〕

〔

W〕
〔

皿

〕

と
を
注
意
し
て
お
く
。

〔

M〕
① 

紗
師

軍
ま
た
は
武
で
紗
暗
は
満
洲
語

m
o
o
r白
に
あ
た
る
が
、
も
と
も
と
そ
の
語
幹
は
紗

m
o
o
に
あ
る
も
の
と
思
う
。

突
政
碑
文
に

よ
く
み
る
急
(軍
隊
)
は
と
れ
と
同
系
統
で
あ
ろ
う
。

③②  

伯

助
詞
で
満
洲
語
宮
と
同
じ
。

冗
忽
黒

「
黒
」
は
動
詞
過
去
形
語
尾
、
そ
の
現
在
不
定
法
は
「
冗
忽
理
」
。

〔

W〕
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② φ 

-
宋
」
は
満
洲
語
の
防
と
同
じ
く
ゆ
同
2
0
m
Eロ
仏
を
示
す
接
尾
語
で
あ
る
。

必
刺

「
必
刺
」
が
正
し
い
。

満
洲
語

玄
E

グ
ル

l
ベ
本
に
は

「
必
阿
」
と
し
て
月
と
同
じ
震
音
で
あ
る
が
、

阿
波
本
・
静
嘉
堂
本
の

に
同
じ
。

③ 

架

助
調
で
満
洲
語
常
に
同
じ
く
助
詞
の
ニ
ま
た
は
ヲ
で
あ
る
。

④ 

塔
別

「
別
」
は
H
U

問
え
の
巾
同
己
主
で
、
語
幹
「
塔
」
は
満
洲
語

E
E
B
r
F
蒙
古
語

E
E
g
o
-、
と
も
に
過
グ

・
越

エ
ル
・
蹄
過
ス
ル

の
意
か
。

⑥⑤  

革
恩
「
草
恩
阿
担
」
が
多
年
の
意
で
あ
る
か
ら

「
革
恩
」

は
多
イ
、
衆
イ
の
意
を
有
す
る
形
容
詞
で
あ
る
。

乙
の
字
は
ニ
か
ヲ
を
一
示
す
助
詞
で
あ
る
。

⑦ 

果
卜
冗
魯
華
夷
誇
語
に
「
文
迷
士
口果
卜
連
」
H
H
寛
鏡
と
あ
る
。
「文
迷
士
口
」
は
長
キ
、
寛
ナ
ル
の
意
で
、「
士口
」
は
形
容
詞
語
尾
で
あ
る
。

「
卜
連
」
は
使
役
を
示
す
動
詞
接
尾
語
で
あ
る
か
ら
寛
鏡
ナ
ラ
シ
メ

ル
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

「
果」

に
は
鏡
の
意
が
あ
る
も
の
と
考
え
る。

「
卜
冗
魯
」
は
満
洲
語
ゲ
ロ
ユ
丘
、
都
テ
、
全
テ
、
よ
り
推
し
て
「
果
卜
冗
魯
」
を
コ
ト
ゴ
ト
ク
と
詳
し
た
。

- 47ー

〔咽〕
① 

乙
の
二
字
は
震
音
不
明
で
あ
る
が
、

お
そ
ら
く
ハ
ジ
メ
あ
る
い
は
先
ヅ
の
意
を
有
す
る
も
の
で
、

満
洲
語

ロ
包

gu
ロ
ggH目
な
ど
に
あ

て
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

② 

木
魯

過
去
を
示
す
動
詞
尾
で
あ
る
。

③
 鮮

明
を
依
く
た
め
、

幹
冗
迷
児
(
?
)

乙
の
三
字
は
碑
面
漢
文
と
封
比
す
る
と
き
は
、
ま
さ
し
く

『園
相
』
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
が
、
在
手
の
拓
本
は
字
劃

し
ば
ら
く
疑
に
と
ど
め
て
お
く
。

④ 

塔
暗
埋
埋
は
動
詞
の
不
定
法
語
尾
で
あ
る
が
、
つ
ぎ
に
「
的
味
」
(来
ル
)
を
と
も
な
う
た
め
順
ヒ
来
ル
と
解
し
に
。
乙
の
よ
う
な
例
は、

女
民
館
衆
文
で
も
よ
く
見
る
と
ζ

ろ
で
あ
る
。
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〔医〕
① 

乙
の
語
は
動
詞
過
去
を
示
す
接
尾
語
で
あ
る。

該

③②  

乙
の
語
は
ト
ル
コ
語

・
蒙
古
語

r
o
r
α
(蒼
イ
)
に
あ
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

乙
の
語
は
三
字
の
中
、
二
字
と
も

護
音
不
明
で
あ
る
が
、
同
-
印
有

o
F
に
よ
れ
ば
、

な
お
本
行
は
回
一
行
六

七

八

段
と
封
照
す
れ
ば
設
明
す
る
と
ζ

ろ
が
あ
ろ
コ
。

と
も
い
う
と

日A
u 

Ie-
ト寸

国
o
n
y
を
女
員
語
で
は

わ
Z
F
E巾

(
〉
印
一
印

可
。
ぞ

m-o之
内
凶
司
-
N由

ω
)
。

河
z由 「一一¥
選xxv
L一一J

魯行
七
段
と
比
較
し
て
敵
と
誇
し

① ② 

乙
の
語
は
満
洲
語

8
8
5玄
、
人
口
ヲ
携
掠
ス
ル

と
同
義
語
で
あ
ろ
う
。

③ 

グ
ル

l
ベ
本
に
は
「
一

見
厄
伯
」
を
百
姓
と
い
う
。

-48ー

ζ

れ
は
お
そ
ら
く
蒙
古
語

・
満
洲
語

見
Js 

た
だ
し
「
伯
」
は
助
詞
ヲ
を
示
す
。

の

』円

m
g
に
あ
た
り
、
突
阪
碑
文
の
町
と
も
語
源
を
お
な
じ
く
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

④ 

グ
ル

l
ベ
本
は
力

(
阿
波
本
・
静
嘉
堂
本
は
「
忽
速
L
)

で
あ
る
か
ら
、

ζ

の
一
節
は
碑
面
漢
文
に
よ
れ
ば

「
同
心
シ
協
力
ス
ベ
シ
」

忽
孫

に
相
賞
す
る
。

な
お
「
口
失
別
」
は
、

ト
ル
コ
語
で
は
力
を

}内広
蒙
古
語
で
は

r
Z
E
M
と
い
え
ば
「
忽
孫
」

は
こ
れ
と
同
語
源
で
あ
る
。

『
金
史
園
語
解
』

に
「
以
力
助
人
日
阿
息
保
」

と
い
え
ば
、

乙
れ
と
似
た
語
か
も
知
れ
な
い
。

⑤ 

吉
撤

こ
の
語
は
「
若
シ
:
:
:
ナ
レ
パ
」
の
意
で
あ
る
。

⑤ 

ζ

の
第
三
行
目
の
い
み
は
、

漢
文
に
よ
れ
ば
「
復
禽
於
此
、
嘗
爵
(
酒
を
注
い
で
紀
る
)
而
名
之
、
後
以
是
名

〔
賜
〕
其
地
云
」
に
相
嘗
す

る
で
あ
ろ
う
。

〔苅〕
②①  

乙
れ
は
ト
ル
コ
語

S
Z
蒙
古
語

Z
Z
満
洲
語

仏
0
5
と
も
同
義
語
で
あ
る
。

多
羅
斡

冗
稀
因
厄
禿
別

「
冗
穏
因
」
は

『
甲
』
の
意
で
(
グ
ル
I
ベ
本
〉
、
満
洲
語
己
内
田
宮
に
あ
た
る
。
「
厄
禿
別
L

の
「
厄
禿
」
は
穿
つ
の
語



根
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
冗
稽
因
厄
禿
別
」
は
甲
ヲ
穿
チ
テ
、
あ
る
い
は
甲
ヲ
穿
チ
テ
後
の
意
と
な
る
。

③ 

ζ

れ
は
満
洲
語

ロ
回
目
白
3
5
E
に
割
腹
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
乙
れ
に
相
嘗
す
る
蒙
古
語
は

2
5白同町田
goF
に
し
て
カ
ヴ

ア
レ
ア
ス
キ
ー
の
『
蒙
古
語
僻
典
』
に
よ
れ
ば
、
辛
抱
強
ク
ア
ル
、
頑
張
ル
の
意
も
あ
る
。

那
卜
連
味

④ 

槻
木
杜
児

グ
ル

l
ベ
本
に
よ
れ
ば
、
圭
円
を
「
搬
江
」
と
い
う
。

「
江
」
は
名
詞
あ
る
い
は
形
容
詞
の
接
尾
語
1

1

主
と
し
て
色
に
開
す

る
ー
ー
で
あ
る
。
満
洲
語
で
背
を

巴
O
宅

gmFヨ
ロ
と
い
え
ば
、
女
員
語
「
抑
江
」
は
と
れ
に
相
嘗
す
る
。
ロ
-
O
君
主
m-3ロ
は
同
時
に
干
支

の
甲
を
も
示
す
か
ら
、
女
員
語
で
も
か
く
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

「
木
杜
児
」
は
龍
と
あ
る
か
ら
、
干
支
の
辰
に
あ
た
り
、

満
洲
語
で
も

辰
を
ヨ
ロ
仏
ロ
ユ
と
い
う
。

⑤
 

[
間

〕

①

葬

嘉

乙
の
語
は
難
の
意
で
、
満
洲
語

目
立
唱
に
同
じ
。

②
と
の
語
は
満
洲
語

山o
r
o
g
E
「慮
ル
」

に
あ
た
る
。

[

幻

〕

①
乙
の
語
は
お
そ
ら
く
満
洲
語

4
mご巾
g
E
「
鮮
明
ニ
ス
ル
、

昭
ニ
ス
ル
、
照
ラ
ス
」
と
同
義
語
と
考
え
る
。

乙
の
行
の
い
み
は
、

漢
文
に
よ
れ
ば
「
戦
土
光
浮
高
里
之
移
、
勝
敵
刻
日
、
其
兆
復
見
鷲
」
で
あ
る
。

- 49ー

「
魯
」
は
動
詞
不
定
法
を
示

す
語
尾
で
あ
る
か
ら
「
?
者
魯
非
稽
者
」
は
碑
面
漢
文
の
「
光
昭
」
に
雁
ず
る
で
あ
ろ
う
。

支VI③②
¥_____j 

冗
魯
塞
別

満
洲
語

口
手
口
出向
日
玄

傾
ク
、
垂
レ
ル
の
意
か
ら
推
し
て
傾
ケ
ル
、
霊
ク
ス
の
意
に
解
し
た
い
。

一
車
吉

グ
ル
l
ベ
本
に
新
を
ご
車
士
口
」
と
い
う
。
吉
は
形
容
詞
ま
た
は
副
詞
の
語
尾
で
あ
る
。

409 

① 

ζ

の
四
字
づ

っ
二
句
の
い
み
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
碑
面
の
漢
文
を
う
け
て

「
穆
穆
タ
ル
し
と
語
し
て
お
く
。
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(山一
①

乙
の
語
は
碑
面
の
漢
文
と
照
庭
す
る
と
、

②

ζ

の
行
の
い
み
は
漢
文
に
よ
れ
ば
「
而
揚
偉
績
者
、
蓋
有
加
市
無
己
也
」
で
あ
る
。

③

乙
の
語
の
一
字
目
は
不
明
で
あ
る
が
、
漢
文
に
照
す
と
明
年
に
あ
た
る
。
来
年
は
「
的
温
阿
担
」

(巴
①

背

塞

「
忘
レ
ル
」
の
意
を
有
す
る
語
で
あ
ろ
う
。
満
洲
語
で
は

obmO
BE
「
忘
レ
ル
」

で
あ
る
。

(
来
る
年
)
で
あ
る
。

乙
の
貝
勃
の
複
数
形
と
思

グ
ル

l
ベ
本
に
よ
れ
ば
官
、
官
人
を
「
背
助
」
と
い
う
。
と
れ
は
満
洲
語
の
貝
勤
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

わ
れ
る
も
の
に
貝
子
ゲ
巴
認
が
あ
る
。
乙
の
「
貝
勤
」
よ
り
「
貝
子
」
へ
の
轄
化
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
貝
子

宮戸
印
日
は
貝
勤

Z
-
r
+
お

(
複
数
尾
)
の

-
が
忠
弘
ヨ
ニ
白
円
相
し
に
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
し
た
が
っ
て
女
員
語
「
背
塞
」

も
し
か
く
解
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
ち

- 50ー

な
み
に

σ
2
r
の
語
源
は
不
明
で
あ
る
が

H
M

町
一-
S円
や
富
三
一
四
吋
の
い
う
よ
う
に
ト
ル
コ
な
い
し
西
方
に
起
一娠
を
求
む
べ
、
き
で
あ
ろ
う
。

⑤④ ③②  

乙
こ
で
は
塞
の
一
字
し
か
判
讃
し
え
な
い
が
、
碑
面
漢
文
と
劉
比
し
て
満
洲
語

z
z
r
B
E
商
議
ス

ル
に
相
嘗
す
る
語
と
推
測
す
る
。

と
の
三
字
は
お
そ
ら
く
玄
宗
の
音
諜
で
あ
ろ
う
。

革
担
は
去
ル
、
往
ク
の
語
根
で
あ
る
か
ら
、

革
担
別

ζ

の
語
を
「
宰
シ
テ
」
の
意
に
詳
し
た
。

ζ

の
五
字
は
最
後
の
該
が
動
詞
過
去
形
を
示
す
語
尾
で
あ
る
乙
と
か
ら
推
し
て
、
起
義
の
直
諜
で
あ
る

「
義
ヲ
起
シ
タ
」
の
意
を
示
す
も

の
と
考
え
た
い
。

[

凶

〕

①

可

②
 

撰
者
越
可
の
可
を
寓
し
た
も
の。

乙
ζ

で
は
罪
と
詩
し
た
い
。
満
洲
語

g
p
r
c
E
答

・
過、

蒙
古
語

g
仏
巾
ぬ
己
目
{
と
同
語

恩
式
黒

グ
ル

l
ベ
本
に
は
罰
と
あ
る
も、

源
で
あ
ろ
う
。
漢
文
を
う
け
て
「
罪
ヲ
翰
林

ニ
待
ツ
」
の
意
で
あ
ろ
う
。
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④③  

乙
の
語
を
然
レ
バ
則
チ
の
意
に
詳
し
に
。

赤
巴
勤

塞
魯

あ
る
い
は

0
2
若
是
・
則
よ
り
推
し
て
、

満
洲
語
凹
冊
目
読
是

・
読
よ
り
推
測
し
て
:
:
:
ナ
リ
ト
の
意
に
解
し
た
い
。

満
洲
語

0
2
r
m
雄
然

・
然
則も

①支支II⑤
希式
弾魯

式

グ
ル
l
ベ
本
に
準
貢
ス
ル
を

「志
志
卜
腕
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、
進
メ
ル
の
意
に
解
し
た
。

② 

契
丹
は
正
し
く
は
突
欧
碑
文
に
も
頻
出
す
る
よ
う
に

穴
三
巴
と
音
ず
べ
き
で
あ
る
が
、

乙
乙
に
「
希
弾
」
と
寓
さ
れ
て
い
る
の
は
漢
字
か
ら
の
音
詳
で
あ
ろ
う
。

乙
の
語
は
陸
ル
の
意
で
あ
る
が
、
本
文
で
は
つ
ぎ
の
語
と
の
関
聯
上
、
ノ
ゾ
ミ
と
詳
し
た
。

ζ

の
二
字
は
契
丹
を
寓
し
た
も
の
で
、

斡
失
明ミ

③ 

日
一
行
と
針
比
し
じ
時
一
隅
あ
る
い
は
喜
ビ
の
意
と
し
た
。

- 51ー

⑤④  

終
綴
の
登
は
お
そ
ら
く
副
詞
尾
で
、
乙
の
語
の
動
詞
不
定
法
は
「
冗
者
必
味
」
で
あ
る
。

グ
ル
l
ベ
本
に
恰
苔
温
日
誠
、
恰
スロ該
H
信
と
あ
る
。
前
者
の
語
尾

「温
」
は
形
容
詞
を
示
す
接
尾
語
、
ま
に
後
者
の
語
尾

「該
」
は
動
詞
の
過
去
を
示
す
も
の
な
れ
ば
、
乙
れ
ら
の
語
幹

「
恰
苔
」
は
「
誠

信
」
の
義
を
有
す
る
乙
と
を
知
る
o

ま
に
次
行
第

一回

四
段
目
と
比
較
し
て
、
乙
の
三
字
を
「
信

ニ・

寅

-ご

の
意
に
解
し
た
い
。

一山一
①
乙
の
三
字
は
安
馬
『
女
民
文
金
石
志
稿
』
第
五
「
大
金
慶
源
碑
」
の
注
解
に
よ
れ
ば
、
謀
克
の
複
数
形
で
あ
る
か
ら
諸
謀
克
と
詳
し
た
。

②

第

一
行
自
の
い
み
不
明
の
部
分
は
、
漢
文
に
よ
れ
ば

「
諸
道
之
兵
、
亦
集
其
下
、
大
巡
六
師
、
告
以
禍
一踊
」
と
い
う
。

一回
①

撒
必

冗
者
必
登

恰
苔
0
・0
・乙

の
語
は
満
洲
語

g
E
鮮

・
瑞

・
兆
に
嘗
る
。
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② ①支支マ

翠
安

こ
れ
は
ト

ル
コ
語

・
蒙
古
語

門主
、2
可
汗
に
同
じ
。
阿
波
本
に
は
恰
安
と
あ
る
。

失

阿
波
本
に
亦
立
失
亦
立
H
起
来
ス
ル
時

ニ
起
来
セ
ヨ
と
あ
る
よ
り
類
推
し
て
「
禿
魯
恰
見
失
」
を
親
タ
ル

ニ
、
観
タ
ル
時
と
詳
し
て

お
く
。

③ 

塞
腕

こ
の
語
は
満
洲
語

8
5巾
の
意
を
有
す
る
も
の
か
。

〔
珂
〕
行
の
註
①
を
参
照
。

紳
は
[
別
〕
行
①
と
比
較
す
る
と
一
一
字
目
が
異
る
が
、
碑
面
漢
文
と
針
照
し
て
紳
と
詳
し
て
お
く。

牙
ト
魯
は
待
ツ
で
あ
る
が
麿
ズ

ル
と
し
て
順
イ
臆
ズ
ル
の
意
と
し
た
。

④
 
⑤
 

⑥
 一回

①
乙
の
段
は
安
馬
氏
の
誇
を
参
照
し
た
。

②

第

〔苅〕

行
参
照
。

③
洪
動
詞
の
過
去
を
示
す
接
尾
語
で
あ
る
。

④

第

(
幻
)
行
①
参
照
。

[

…

〕

①

撒

0
・

- 52-

グ
ル

l
ベ
木
に
は
撒
希
H
知
と
あ
る
も
、
そ
の
不
定
法
は
阿
波
本

・
静
嘉
堂
本
に
撒
必
と
あ
る
の
が
正
し
い
。
満
州
語
で
も
知
る

は

お
B
Z
で
あ
る
。



①支支I支

乙
の
一

段
は
碑
面
の
「
化
被
朔
南
」
に
封
躍
さ
す
べ
、
き
で
あ
る
。

ζ

れ
ら
と
同
系
統
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

終
り
に
本
備
考
で
は
印
刷
の
都
合
上
、
女
員
文
字
を
も
っ
て
説
明
し
が
た
い
の
で
針
詳
漢
字
を
も
っ
て
表
わ
し
た
た
め
、

讃
者
の
理
解
を
困

413 

①天王支I

乙
の
三
字
は
お
そ
ら
く
詔
で
あ
ろ
う
。
満
洲
語
で
詔
を
お
-mq
R目

7
2巾
と
い
え
ば
、

難
な
ら
し
め
た
黙
が
あ
つ
に
乙
と
と
思
う
が
、
や
む
な
い
事
情
を
諒
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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An Investigationof the Khitan 契丹and Jurchen女員

　　　　　　　　　　

Writing Systems

fｉｆＳＭＺＯ Ｔｏｍｗｃｆｌ

　　

Until just half ａ century ago, while it was known from the Ｌｉａｏｓkih

遼史and other writings that the Khitan script had large and small case

lettering, it was still unclear what the forms of their written letters had

been―they were referred to as “the mysterious scriptグHowever, in 1932

the imperial tombstone eulogies in the Khitan language from　Ch'ing-ling

慶陵were excavated and after ａ certain amount of di伍culty their validity

was confirmed. Since then ａ great deal of effort by historians and ling･

uists of　various countries with　Japan　and　China　leading　the　way has

been devoted to deciphering the written language of the Khitan, but as

yet no one has been successful at breaking the code. The Jurchen script

also has large and small case　lettering；“it was created by copying the

pattern of the Khitan script,”as it says in the Chin 　ｓhik金史.　Thus

the Khitan and Jurchen writing systems have　a kind of sibling relation-

ship. Fortunately, for the Jurchen script we have the many tomb inscrip-

tions starting with the “Monument in Honor　of the Great Khitan Te-

sheng-t'o得勝陀,”and the "Monument Engraved with the Names of

Jurchen ｄ加一助治進士.”Furthermore, under the category of documents,

we have the Ju-ｃｈｅｎ　kｕａt･以.yμ女旅館詳語.These materials are extremely

rich. And with them the deciphering of the Jurchen script has advanced

far beyond that of the Khitan script, but even the Jurchen script has not

been fully decoded. The author feels that thusfar we understand all of

the Jure hen material in small case lettering, while the large case material

is not thoroughly understood.

　　

Having reviewed the　present　state of research on the　Khitan and

Jurchen writing systems, the author hopes to make ａ modest attempt at

decipherment

　

by

　

considering

　

the

　

forms, tone　values　and　structure

of both writing systems.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－1－


